
篠原会長・石井幹事～１年間宜しくお願い致します

篠原会長～初めての点鐘

篠原年度各委員会、委員長の皆様 不在の小川直前幹事に代わって、
志村直前会長から石井幹事へバ
ッチの引継ぎ

石井幹事
初めての幹事報告

米山奨学生
グェン，ゴック アンさん

志村直前会長への記念品贈呈とバッチ引継ぎ

出席報告 会 員 数 出 席 数 欠 席 数 本日出席率

国際ロータリー第2820地区　水戸南ロータリークラブ

◆RI加盟承認　1973年（昭和48年）６月７日
◆チャーターナイト　1974年（昭和49年）２月10日

■例会場　水戸プラザホテル  TEL.029-305-8111
■事務所　常陽銀行本店  TEL.029-225-4820
■ＵＲＬ　http://www.mito-m-rc.com

クラブ会報委員会／委員長：上野義哉　副委員長：及川　譲　アドバイザー：松本隆史　委員：皆川雄作

●会　長　篠原　　勉　会長エレクト　粂田　信行
●幹　事　石井　浩一　副会長　　　　石川　啓司
　　　　　　　　　　　副幹事　　　　及川　　譲

水戸南
　ロータリークラブ

Weekly Report
Rotary Club of Mito-Minami

地区スローガン：地球の未来を想い、地域社会に貢献しましょう　 クラブ会長方針：ロータリーを楽しもう

RIテーマ：奉仕しよう
みんなの人生を豊かにするために

週 報

■2020～2021年度の出席100％会員は下記の方々です。
赤岩賢二　　深谷　智　　二川隆司　　軍司由佳　　原口一吉
長谷川國雄　人見光一　　石井浩一　　石川啓司　　井澤卓司
兼子充裕　　川﨑英輝　　金原和美　　小泉正史　　小路　實
久保田啓藏　久保田規子　粂田信行　　松本隆史　　水口二良
長洲雅彦　　中川勝義　　奈良早苗　　根本 次　　野口英壽
大金　誠　　小川啓子　　岡村太郎　　大原康宏　　太田聖史
笹館康男　　志村　保　　篠原　勉　　塩沢富夫　　鈴木憲一
鈴木由紀子　高柳益美　　上野義哉　　宇留野秀一　谷島孝明
米川幸喜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（計41名）

小島瑞貴新会員、大森愛新会員の所属委員会について
小島瑞貴新会員は親睦活動委員会、大森愛新会員は
会場運営委員会となります。

クラブ奉仕研究会が開催されます。
日　時：７月10日㈯ 13:00～17:00
場　所：ホテルクリスタルパレス
　　　　及び オンライン（Zoom）
出席者：篠原　勉会長、石井浩一幹事、
　　　　粂田信行会長エレクト

クラブ戦略計画立案委員会が開催されます。
日　時：７月16日㈮ 13:40～14:40
場　所：水戸プラザホテル
出席者：長谷川國雄パストガバナー、

篠原　勉会長、石井浩一幹事、
谷島孝明プログラム委員長、
原口一吉会場運営委員長、
川﨑英輝出席委員長、
岡村太郎会員増強委員長、
宇留野秀一ロータリー財団委員長、
川澄千亜紀広報委員長

第１回水戸市内6RC会長・幹事会が開催されます。
日　時：７月16日㈮ 18:30～
場　所：水戸京成ホテル
出席者：篠原　勉会長、石井浩一幹事

次回例会日程
日　時：７月１６日㈮　12:30～
場　所：水戸プラザホテル
内　容：卓話「会員増強―出前卓話」

人見光一地区クラブ奉仕クラブサポート委員

幹幹 事事 報報 告告
１

２

３

４

５

長谷川國雄会員…

篠原　勉会員……
石井浩一会員……
二川隆司会員……
笹館康男会員・大原康宏会員
　　　　　　……

志村　保会員・米田英雄会員
　　　　　　……

軍司由佳会員……
谷島孝明会員……
録田幸裕会員……
鈴木さちよ会員…

久保田啓藏会員…

井澤卓司会員・兼子充裕会員
　　　　　　……
髙野　賢会員・塩沢富夫会員・根本 次会員
　　　　　　……
深谷　智会員……

粂田信行会員……

小泉正史会員・川﨑英輝会員・原口一吉会員
　　　　　　……
人見光一会員……

上野義哉会員……
小路　實会員……
石川啓司会員……
赤岩賢二会員……
高柳益美会員……
鈴木由紀子会員…

篠原会長、石井幹事、一年間よろしくお願いしま
す。
今年度、ご協力宜しくお願いします。
一年間宜しくお願いします。
本年度も宜しくお願いします。

篠原会長、石井幹事、理事・役員の皆様一年間宜
しくお願いします。

篠原会長、石井幹事、一年間宜しくお願い致しま
す。
本年度も宜しくお願いします。
会長、幹事、皆様宜しくお願い致します。
一年間宜しくお願いします。
新年度スタートおめでとうございます。一年間宜
しくお願いします。
篠原会長、石井幹事、一年間大役ご苦労様です。
ご活躍を期待しております。

篠原会長、石井幹事、一年間宜しくお願い致します。

篠原会長、石井幹事、一年間頑張って下さい。
篠原会長、石井幹事、この一年元気に乗り切って
楽しい水戸南RCにして下さい。
今日から篠原年度ですので、皆様で盛り上げてい
きましょう。

篠原会長、石井幹事、よろしくお願いします。
会長、幹事、一年間体調に気をつけて頑張って下
さい。
一年間宜しくお願い致します。
篠原会長、石井幹事、一年間頑張って下さい。
新年度は疲労物質で身体が動きません。
会長、幹事、一年間宜しくお願いします。
ニコニコBOX献金を宜しくお願いします。
会長、幹事、一年間宜しくお願い致します。

■会員メークアップ
６/23　第４回諮問委員会　　長谷川國雄

■ニコニコBOX（７月２日（金）扱）

6－Vol.49  No2（第2268）

前週訂正出席率66.67％
（　）は、Zoom79名 45＋（6）名 28名 68.00％７月第１例会（７月２日）

出席状況

 1. 点鐘・開会 
 2. ロータリーソング〈奉仕の理想〉※ご静聴ください
 3. ビジター・ゲスト紹介
 4. ロータリーの時間 篠原　勉会長
 5. マルチプル・ポール・ハリス・フェローピン伝達

　　 篠原　勉会員（第６回）
 6. 新会員入会式 小島瑞貴さん、大森　愛さん
 7. 会　食
 8. 会務報告（出席状況報告　ニコニコＢＯＸ　

ロータリー財団　米山記念奨学　その他）
 9. 幹事報告
10. クラブ協議会「委員会事業計画発表」

会員組織、職業分類、会員選考、会員増強、
ロータリー情報、クラブ管理運営、出席、
親睦活動、会場運営、プログラム、広報、
会報、IT資料、雑誌、奉仕プロジェクト、
職業奉仕、社会奉仕、青少年奉仕、国際奉仕、
姉妹・友好クラブ交流、ロータリー財団、
米山記念奨学、ニコニコBOX、会計 

11. ロータリーソング
12. 点鐘・閉会

７月第２例会プログラム
2021年７月９日（金）

７月第１例会　７月２日（金）

■米山BOX（７月２日（金）扱）
小泉正史会員……米山功労者献金（第４回）　

10,000円（累計140,000円）

■財団BOX（７月２日（金）扱）
鈴木憲一会員……財団の友献金（第６回）

$100　11,100円（累計$17,600）
太田聖史会員……財団の友献金（第１・２回）

$200　22,200円（累計 $4,200）
宇留野秀一会員…財団の友献金（第８回）

$100　11,100円（累計 $1,800）
上野義哉会員……財団の友献金（第２回）

$100　11,100円（累計 $1,200）
川﨑英輝会員……財団の友献金（第９回）

$100　11,100円（累計 $900）

この計　　　１件　　　10,000円

この計　　　５件　　　$600　　　66,600円

この計　　　30件　　　119,000円

米山奨学生　グェン，ゴック アン さん
■ゲスト
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ニコニコ・米山・財団特別寄付月間



国際奉仕委員会
委員長　二川　隆司

１.基本方針
①ロータリーの重点分野下記７項目の中から、当ク
ラブが継続可能な国際奉仕活動を厳選し実行す
る。
　・平和構築と紛争予防
　・疾病予防と治療
　・水と衛生
　・母子の健康
　・基本的教育と識字率向上
　・地域社会の経済発展
　・環境の保全
②当クラブ会員に国際奉仕について理解をしてもらう。

２.事業計画
①友好クラブであるシーロムRCと協力し、重点分
野からより良い奉仕活動を立案実行する。
②友好クラブである高松西RCと協働出来る国際奉
仕活動を検討及び企画する。
③姉妹クラブである清州西原RCと協働出来る国際
奉仕活動を検討及び企画する。
④国際ロータリー第2820地区が独自に行っている「こ
の指とまれ」の事業としてRI第3810地区Manuel 
Roxas Boulevard Manila RCを介してマカティ
市消防署へ２台の中古消防自動車を送る。
⑤「この指とまれ」の他のクラブの事業に賛助する。

姉妹・友好クラブ交流委員会
委員長　佐藤　昌樹

１.基本方針
　コロナ禍の中、姉妹・友好クラブとの交流がほと
んどできておりませんので、今までの直接訪問に拘
らず、メールでのやり取りやWEB会議などを活用し
て、交流を進めていきます。

２.事業計画
　コロナの鎮静化状況によっては、年度後半直接訪
問も視野に入れておりますが、現時点では、下記を
考えています。
⑴メールのやり取りによる交流
⑵WEB親睦会の開催

ロータリー財団委員会
委員長　宇留野秀一

１.基本方針
　ロータリー財団の使命は、ロータリアンが、健康
状態を改善し、教育への支援を高め、貧困を救済す
ることを通じて、世界理解、親善、平和を達成でき
るようにすることです。
　この使命に基づいて、地区の目標が達成できるよ
うに会員の皆さんにロータリー財団を通じた活動を
理解していただき、協力をいただくことを基本方針
とする。

２.事業計画
⑴年次寄付　１人130ドル目標
⑵ポリオ撲滅基金　１人20ドル目標
⑶ベネファクター（1,000ドル寄付）は１名以上目標
⑷財団寄付金の活用状況について、会員の理解を深

めるため、各奉仕委員会と協力を図りながら、随
時情報提供を行う。特に９月の地区ロータリー奉
仕デーの茨城海岸美化プロジェクトへの会員の理
解と協力を呼び掛ける。
⑸11月の財団月間では地区ロータリー財団委員会と
協力して、卓話等を実施し、奉仕への参加意識を
高める機会とする。

米山記念奨学委員会
委員長　金原　和美

１.基本方針
①米山奨学生をクラブ全体でサポートし、ロータ
リー・日本の心を伝える。
②全会員に、米山奨学会や米山奨学生が国と国との
懸け橋となることを理解してもらい、献金をお願
いする。
③受け入れた奨学生の国について学ぶ。

２.事業計画
①寄付金目標、会員一人当たり25,000円以上
　（普通寄付5,000円、特別寄付20,000円以上）
②米山奨学生に出席毎に近況報告を実施してもら
う。
③米山月間（10月）に米山関係の卓話をする。
④会員と米山奨学生の交流を深める。
　今年度は特に、会員と奨学生の交流を深めること
に力を注いでいきたいと思います。

ニコニコBOX委員会
委員長　鈴木由紀子

１.基本方針
　ニコニコBOXは、クラブ奉仕活動事業に欠かせな
い大切な財源の一つです。皆様の笑顔で好意と善意
の奉仕活動資金を献金していただけるように努力し
ていきます。皆様一年間、笑顔で受付いたしますの
で、ご協力のほどよろしくお願いいたします。

２.事業計画
⑴一人、年間寄付金３万円以上を目標とします。
⑵各奉仕活動委員会と連携をとり、有効活用できる
ようにします。
⑶すまんBOXなどを一緒に置いて和やかな雰囲気づ
くりに努めます。
⑷必要に応じて、会員各位の寄付の状況を御案内い
します。

会計委員会
委員長　鏡渕　　洋

１.基本方針
・クラブ会計の健全財政を図るべく、予算・決算の
厳正な会計処理を実行致します。

２.事業計画　
・会長・幹事と連携し、クラブの運営が資金面で円
滑に遂行できるように努めます。
・事務局と連携し、支払業務を遅滞なく行います。
・効率的なクラブ運営の為、各委員会に予算配分・
支払いの均衡を要請し、予算超過の無いよう適正
に取り組みます。

会員組織委員会
委員長　粂田　信行

１.基本方針
　第2820地区ガバナー、及び篠原勉会長の方針に
従い、会員組織委員会内の連携を図り、会員組織の
強化を目指す。

２.事業計画
　会員組織委員会に属する４つの委員会で協力しな
がら、会員基盤の維持増強として、会員の増強及び
退会防止に努める。

職業分類委員会
委員長　川﨑　紀子

１.基本方針
①総務省統計局日本標準産業分類を基本とし、職業
分類を決める。

②バランスのとれた職業分類のクラブとする。
２.事業計画
①新年度発足時点での新たな職業分類の作成をする。
②新会員に関わる未開放業種については速やかに開
放する。

③職業分類の変更の申し出があれば、速やかに対応
し、理事会に提案する。

会員選考委員会
委員長　松本　隆史

１.基本方針
　推薦された会員候補者について、推薦者と情報交
換を行い、職業、地域における評価などを総合的に
考察し、また、水戸南ロータリークラブの会員とし
て、適格かどうかを慎重かつ公正に審査して、理事
会に報告する。
⑴ロータリアンとしての三大義務（出席・会費の納
入・雑誌の購読）を果たすことのできる地位、環
境と健康状態にある人物か

⑵地区やクラブの集会・行事に参加する意欲を持つ
ことができる人物か

⑶ロータリアンとして、必要最小限の財政負担にた
えられる人物か

２.事業計画
⑴会員候補者として推薦がなされた場合、前年度同
様、入会前に、委員会としてその候補者との食事
会を開催する。

⑵必要に応じ、職業分類委員会、会員増強委員会、
ロータリー情報委員会との情報集会を開催する。

会員増強委員会
委員長　岡村　太郎

１.基本方針
　コロナ禍により私たち水戸南RCも大きな変化を
余儀なくされています。所属会員の高齢化や会員数
の減少を改善するためには、若い世代と女性会員の
増強は不可欠です。
　将来の水戸南RCの中心となる若手会員の増強と
育成に注力したいと思います。魅力・活気があり会

員満足度の高いクラブを取り戻し、楽しいロータ
リーライフを実現しましょう。

２.事業計画
①クラブ会員数85名　会員増強目標５名以上
②メンター制度の導入…新会員がいち早くクラブに
馴染めるように世代間交流やアドバイス、相談が
出来るメンターをお願いする。
③積極的に会員候補者を例会にお招きし、私達水戸
南RCのアットホームな雰囲気と楽しさを体感し
てもらう（卓話者やゲストとして）。

④新会員候補者リストの作成・クラブ会員の皆様に
は紹介カードによるご紹介の協力をお願いしま
す。

ロータリー情報委員会
委員長　鈴木　憲一

１.基本方針
・会員候補者に入会前に、ロータリーと水戸南ロー
タリークラブについての歴史、組織、活動、会員
としての特典と責務、ロータリークラブの理念に
ついてオリエンテーションを行い、ロータリーの
理解と参加意欲を促す。
・会員にロータリアンとしての有意義な情報を提供
し、理解を深め、クラブ運営が円滑に行くように
努める。
・他の関連委員と協力し、会員増強、退会防止に努
める。

２.事業計画
・会員候補者に入会前に、「今日からロータリアン」
に基づきオリエンテーションを行う。
・1－3奉仕研究会をサポートし、入会後３年未満の
会員へ継続的なロータリー情報を提供し、在籍４
年以上の会員との親睦、交流、友情を促す。

クラブ管理運営委員会
委員長　石川　啓司

１.基本方針
　水戸南ロータリークラブの方針である「全員参加
のクラブ運営」を基本として、各委員会が円滑な運
営ができるよう努める。
　クラブの効率的な運営を通じてはじめて、地域社
会に奉仕を提供し、会員を維持し、クラブや地区、
ひいては国際ロータリーのリーダーを生み出してい
くことを目指します。

２.事業計画
⑴構成されるクラブ管理運営８委員会が活発に活動で
きるようサポートし、例会を魅力あるものにする。
⑵情報集会を２回開催し、各委員会の問題点を検討
する。

出席委員会
委員長　川﨑　英輝

１.基本方針
　最小限の奉仕である例会出席を促し、出席率83％
を目指します。そのために、諸事情により出席でき
ない会員に対し、Zoomでの参加や、メークアップ

を積極的に活用するよう奨励してまいります。ま
た、らくらく連絡網の全員登録、返信率100％を目
指し、食事等の無駄を減らします。

２.事業計画
・出席率を例会にて報告
・メークアップの仕方がわからない会員や、新会員
が他クラブへのメークアップをしやすいように、
メークアップ予定のある会員が、同伴できるよう
な仕組みを構築する。

・諸行事の案内と、積極的に参加できるよう啓発す
る。

親睦活動委員会
委員長　人見　光一

１.基本方針
・会員の親睦を深め、身近に社会奉仕、職業奉仕活
動を行えるようにする。

・会長、幹事をはじめ、各委員会の皆様と協力をし
ながら親睦活動を行い、会員同士の交流の機会を
増やす。

・親睦活動を通して、会員家族とともに、楽しんで
ロータリー活動を行えるようにする。

２.事業計画
⑴ビジター・ゲストの受付、案内、ご紹介
⑵家族例会の企画運営
⑶ガバナー公式訪問、合同例会等の対応
⑷新会員歓迎の企画運営、1－3奉仕研究会や夜例会
の実施

⑸会員の誕生祝い品検討
⑹慶弔対応
　なお、⑵から⑸については、新型コロナウイルス
の感染状況を考慮して、状況に合わせて対応。

会場運営委員会
委員長　原口　一吉

１.基本方針
　クラブ方針に則り、会場運営を円滑に行う。クラ
ブの基盤となる例会は、有意義で楽しい例会になる
よう関係委員会と緊密な連携を取りながら、出席率
の向上と退会防止を目的として、会員相互の親睦、
理解を深める事とした会場運営を心掛け行いたいと
思います。

２.事業計画
⑴例会準備のため、集合時間を例会開始45分前を基
本とする。（当番制として無理のない範囲内で）

⑵会場運営の主な業務、会場設営の確認、週報及び
資料の確認、メールボックスへの配布、ビジ
ター・ゲストお出迎え、例会場への案内を行う。

⑶例会食事メニューの充実と極端な発注数の無駄を
無くす様に心掛け、関連等と密に打ち合わせを行
う。

⑷ミリオンダラーミールを年６回実施し、奉仕活動
予算に貢献する。

⑸関係委員会と連携し、定刻前着席と例会中の雑談
を減らすよう、会員の理解と協力を求める。

⑹移動例会での会場運営、設営、管理を関係委員会
と協力し準備を行う。

⑺臨機応変に対応し、スムーズな運営を行う。

プログラム委員会
委員長　谷島　孝明

１.基本方針
　ロータリークラブの活動の基本は、例会の出席に
あると思います。厳粛かつ和やかな例会、充実した
有意義な例会が出席率の向上と会員相互の融和につ
ながると確信しています。
　月間プログラムの内容の充実をはかり、委員会メ
ンバーと協力し、魅力あるプログラムの構成・例会
のスムーズな進行に努めてまいります。

２.事業計画
⑴年間・月間プログラムの作成をする。
⑵当月・次月の例会プログラムを理事・役員会には
かり、様々な意見を取り入れバランスのとれた充
実したプログラムを企画いたします。
⑶会長方針でもある会員を知る会員によるスピーチ
を設ける。
⑷卓話者の選定など、会員による卓話や各分野でご
活躍されている方々に卓話の依頼をします。
⑸委員会メンバーの持ち回りで司会進行を実施しま
す。
⑹各委員会との連携のもと、厳粛かつ和やかな例会
運営に努力いたします。

広報委員会
委員長　川澄千亜紀

１.基本方針
　水戸南ロータリークラブの理念、奉仕活動を地域
社会の方々に理解していただくため、情報を発信し
ていく。

２.事業計画
①FMぱるるんで放送されている「学童の帰宅時犯
罪防止CMの継続。
②「ロータリーの友」に投稿する。
③茨城新聞等メディアでの広報活動を行う。
④Facebook、Instagram等を利用して情報発
信、広報活動を行う。

会報委員会
委員長　上野　義哉

１.基本方針
　週報で例会の様子、卓話の内容、寄付金の状況、
予定などをわかりやすく掲載｡また、写真等を効果的
に活用し、会員の方が楽しく、飽きない紙面づくり
に努める。

２.事業計画
①例会情報の迅速な作成及び配布
②各行事（家族例会、地区大会、ガバナー公式訪
問、IM等）の掲載
③各奉仕活動（おひさま食堂、ミニバスケットボー
ル大会、職場訪問、国際奉仕等）の掲載
④状況により会員紹介（主に新会員）を掲載

IT資料委員会
委員長　小泉　正史

１.基本方針
　新型コロナの影響下でも例会実施や会員のコミュ
ニケーションが図れるよう、会員のITツールの活用
をサポートする。
①ホームページの更新、活用
②らくらく連絡網の管理、活用、利用促進
③My ROTARYの利用啓蒙
④Facebook・水戸南RCページの管理、活用
⑤オンライン例会や例会のライブ配信の実施
⑥その他会員のサポート

２.事業計画
①ホームページは公共イメージアップと会員増強を
狙った活用として当クラブが実施する事業の内容
や奉仕活動の様子を紹介。
②らくらく連絡網は出席状況の把握やクラブ運営の
連絡等に活用、出席率のアップなどをサポートす
る。全員登録を目指し、例会出欠の返信率を
100％目指す。
③My ROTARYを紹介し、啓蒙を行う。My ROTARY
の登録を促す。
④Facebookの水戸南ページは広報委員会と連携
して、会員内外にタイムリーな活動状況を報告す
る目的で運用する。
⑤例会実施が難しくなった場合にオンライン例会や
ライブ配信などを検討、実施。
⑥らくらく連絡網の登録、使い方、My ROTARYの登
録などをサポート。

雑誌委員会
委員長　米川　幸喜

１.基本方針
　「ロータリーの友」に更なる興味を持って頂き、
ロータリアンとしての意識を高め、ロータリークラ
ブへの理解を深めて頂くようアプローチしていく。

２.事業計画
⑴毎月第２例会において、「ロータリーの友」の記事
を委員会メンバーと協力して紹介する。
⑵今年度の重点目標として、「ロータリーの友」へ
の記事などの投稿を呼びかけ、是非とも「雑誌の
時間」において、水戸南ロータリークラブ発の記
事として紹介する。
　以上、「ロータリーの友」へ興味を持って頂き、購
読率を上げるように、工夫しながら活動する。

奉仕プロジェクト委員会
委員長　志村　　保

１.基本方針
　職業奉仕、社会奉仕、青少年奉仕、国際奉仕、姉妹・
友好クラブ交流の各委員会が奉仕活動を円滑に実施
できるように協力し合って助言等を行っていきます。

２.事業計画
　各委員会の事業計画に基づいた活動を一緒に実践
していきます。
　また、多くの会員が各委員会の活動内容を理解し
て参加できるように努めます。

職業奉仕委員会
委員長　軍司　由佳

１.基本方針
　職業奉仕の意義と目的、委員会活動などを会員の
皆様に理解して頂くと共に、「四つのテスト」に基づ
き、各自の職業を通じて社会に奉仕することを提唱
し、ロータリークラブとして地域社会に「奉仕の理
想」を実践していく。

２.事業計画
①職業奉仕の実践に不可欠な「四つのテスト」を例
会場に掲示する。
②職場訪問…広報委員会と連携して、各会員の職場
を訪問し週報に紹介していくことで、より良い円
滑な関係性を理解し合い、「奉仕の理想」を実践し
ていく。
③コロナ禍において、地域社会への奉仕活動とし
て、会員企業の職業を通して、新会員と会員ご家
族とのコミュニケーションの場として、水戸プラ
ザホテルや親睦活動委員会、他委員会と共に連携
して、職業奉仕の実践をしていく。
④地域社会への奉仕活動として、会員企業の職業を
通じ他の委員会と連携して、「奉仕の理想」を実践
していく。

社会奉仕委員会
委員長　根本　直哉

１.基本方針
・地域社会、住民の生活向上の為の奉仕活動を実践
していく。
・委員会の枠にとらわれず、他の委員会と協力、連
携して奉仕活動を行う。

２.事業計画
・ロータリー財団地区補助金を利用して、水戸市の
健康増進センターへ利用者向けのデジタルサイ
ネージを寄贈する。
・ボランティアの方々とおひさま食堂を継続してい
くと共に、会長の方針でもある、食に関する問題
にも取り組む。
・他の委員会や、会員の方からの提案があれば、理
事会等で速やかに検討し、実践していく。

青少年奉仕委員会
委員長　桑名　武之

１.基本方針
　次世代を担う青少年が、スキルと人格を養いなが
ら、奉仕、道徳的基準、平和といったロータリーの
価値観を学ぶ機会を提供し、地域に貢献する人材を
育成する活動に協力、支援する。

２.事業計画
⑴水戸南ロータリークラブ杯ミニバスケットボール
大会の開催
⑵青少年奉仕月間に卓話を実施
⑶国際ロータリーの常設プログラムとしてクラブに
推奨する活動の理解を深め、積極的に地区の行事
に参加する。
⑷地域の学校へ訪問して実施する「出前授業」につ
いて、職業奉仕委員会に協力する。
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国際奉仕委員会
委員長　二川　隆司

１.基本方針
①ロータリーの重点分野下記７項目の中から、当ク
ラブが継続可能な国際奉仕活動を厳選し実行す
る。

　・平和構築と紛争予防
　・疾病予防と治療
　・水と衛生
　・母子の健康
　・基本的教育と識字率向上
　・地域社会の経済発展
　・環境の保全
②当クラブ会員に国際奉仕について理解をしてもらう。

２.事業計画
①友好クラブであるシーロムRCと協力し、重点分
野からより良い奉仕活動を立案実行する。

②友好クラブである高松西RCと協働出来る国際奉
仕活動を検討及び企画する。

③姉妹クラブである清州西原RCと協働出来る国際
奉仕活動を検討及び企画する。

④国際ロータリー第2820地区が独自に行っている「こ
の指とまれ」の事業としてRI第3810地区Manuel 
Roxas Boulevard Manila RCを介してマカティ
市消防署へ２台の中古消防自動車を送る。

⑤「この指とまれ」の他のクラブの事業に賛助する。

姉妹・友好クラブ交流委員会
委員長　佐藤　昌樹

１.基本方針
　コロナ禍の中、姉妹・友好クラブとの交流がほと
んどできておりませんので、今までの直接訪問に拘
らず、メールでのやり取りやWEB会議などを活用し
て、交流を進めていきます。

２.事業計画
　コロナの鎮静化状況によっては、年度後半直接訪
問も視野に入れておりますが、現時点では、下記を
考えています。
⑴メールのやり取りによる交流
⑵WEB親睦会の開催

ロータリー財団委員会
委員長　宇留野秀一

１.基本方針
　ロータリー財団の使命は、ロータリアンが、健康
状態を改善し、教育への支援を高め、貧困を救済す
ることを通じて、世界理解、親善、平和を達成でき
るようにすることです。
　この使命に基づいて、地区の目標が達成できるよ
うに会員の皆さんにロータリー財団を通じた活動を
理解していただき、協力をいただくことを基本方針
とする。

２.事業計画
⑴年次寄付　１人130ドル目標
⑵ポリオ撲滅基金　１人20ドル目標
⑶ベネファクター（1,000ドル寄付）は１名以上目標
⑷財団寄付金の活用状況について、会員の理解を深

めるため、各奉仕委員会と協力を図りながら、随
時情報提供を行う。特に９月の地区ロータリー奉
仕デーの茨城海岸美化プロジェクトへの会員の理
解と協力を呼び掛ける。
⑸11月の財団月間では地区ロータリー財団委員会と
協力して、卓話等を実施し、奉仕への参加意識を
高める機会とする。

米山記念奨学委員会
委員長　金原　和美

１.基本方針
①米山奨学生をクラブ全体でサポートし、ロータ
リー・日本の心を伝える。
②全会員に、米山奨学会や米山奨学生が国と国との
懸け橋となることを理解してもらい、献金をお願
いする。
③受け入れた奨学生の国について学ぶ。

２.事業計画
①寄付金目標、会員一人当たり25,000円以上
　（普通寄付5,000円、特別寄付20,000円以上）
②米山奨学生に出席毎に近況報告を実施してもら
う。
③米山月間（10月）に米山関係の卓話をする。
④会員と米山奨学生の交流を深める。
　今年度は特に、会員と奨学生の交流を深めること
に力を注いでいきたいと思います。

ニコニコBOX委員会
委員長　鈴木由紀子

１.基本方針
　ニコニコBOXは、クラブ奉仕活動事業に欠かせな
い大切な財源の一つです。皆様の笑顔で好意と善意
の奉仕活動資金を献金していただけるように努力し
ていきます。皆様一年間、笑顔で受付いたしますの
で、ご協力のほどよろしくお願いいたします。

２.事業計画
⑴一人、年間寄付金３万円以上を目標とします。
⑵各奉仕活動委員会と連携をとり、有効活用できる
ようにします。
⑶すまんBOXなどを一緒に置いて和やかな雰囲気づ
くりに努めます。
⑷必要に応じて、会員各位の寄付の状況を御案内い
します。

会計委員会
委員長　鏡渕　　洋

１.基本方針
・クラブ会計の健全財政を図るべく、予算・決算の
厳正な会計処理を実行致します。

２.事業計画　
・会長・幹事と連携し、クラブの運営が資金面で円
滑に遂行できるように努めます。
・事務局と連携し、支払業務を遅滞なく行います。
・効率的なクラブ運営の為、各委員会に予算配分・
支払いの均衡を要請し、予算超過の無いよう適正
に取り組みます。

会員組織委員会
委員長　粂田　信行

１.基本方針
　第2820地区ガバナー、及び篠原勉会長の方針に
従い、会員組織委員会内の連携を図り、会員組織の
強化を目指す。

２.事業計画
　会員組織委員会に属する４つの委員会で協力しな
がら、会員基盤の維持増強として、会員の増強及び
退会防止に努める。

職業分類委員会
委員長　川﨑　紀子

１.基本方針
①総務省統計局日本標準産業分類を基本とし、職業
分類を決める。
②バランスのとれた職業分類のクラブとする。

２.事業計画
①新年度発足時点での新たな職業分類の作成をする。
②新会員に関わる未開放業種については速やかに開
放する。
③職業分類の変更の申し出があれば、速やかに対応
し、理事会に提案する。

会員選考委員会
委員長　松本　隆史

１.基本方針
　推薦された会員候補者について、推薦者と情報交
換を行い、職業、地域における評価などを総合的に
考察し、また、水戸南ロータリークラブの会員とし
て、適格かどうかを慎重かつ公正に審査して、理事
会に報告する。
⑴ロータリアンとしての三大義務（出席・会費の納
入・雑誌の購読）を果たすことのできる地位、環
境と健康状態にある人物か
⑵地区やクラブの集会・行事に参加する意欲を持つ
ことができる人物か
⑶ロータリアンとして、必要最小限の財政負担にた
えられる人物か

２.事業計画
⑴会員候補者として推薦がなされた場合、前年度同
様、入会前に、委員会としてその候補者との食事
会を開催する。
⑵必要に応じ、職業分類委員会、会員増強委員会、
ロータリー情報委員会との情報集会を開催する。

会員増強委員会
委員長　岡村　太郎

１.基本方針
　コロナ禍により私たち水戸南RCも大きな変化を
余儀なくされています。所属会員の高齢化や会員数
の減少を改善するためには、若い世代と女性会員の
増強は不可欠です。
　将来の水戸南RCの中心となる若手会員の増強と
育成に注力したいと思います。魅力・活気があり会

員満足度の高いクラブを取り戻し、楽しいロータ
リーライフを実現しましょう。

２.事業計画
①クラブ会員数85名　会員増強目標５名以上
②メンター制度の導入…新会員がいち早くクラブに
馴染めるように世代間交流やアドバイス、相談が
出来るメンターをお願いする。
③積極的に会員候補者を例会にお招きし、私達水戸
南RCのアットホームな雰囲気と楽しさを体感し
てもらう（卓話者やゲストとして）。

④新会員候補者リストの作成・クラブ会員の皆様に
は紹介カードによるご紹介の協力をお願いしま
す。

ロータリー情報委員会
委員長　鈴木　憲一

１.基本方針
・会員候補者に入会前に、ロータリーと水戸南ロー
タリークラブについての歴史、組織、活動、会員
としての特典と責務、ロータリークラブの理念に
ついてオリエンテーションを行い、ロータリーの
理解と参加意欲を促す。
・会員にロータリアンとしての有意義な情報を提供
し、理解を深め、クラブ運営が円滑に行くように
努める。
・他の関連委員と協力し、会員増強、退会防止に努
める。

２.事業計画
・会員候補者に入会前に、「今日からロータリアン」
に基づきオリエンテーションを行う。
・1－3奉仕研究会をサポートし、入会後３年未満の
会員へ継続的なロータリー情報を提供し、在籍４
年以上の会員との親睦、交流、友情を促す。

クラブ管理運営委員会
委員長　石川　啓司

１.基本方針
　水戸南ロータリークラブの方針である「全員参加
のクラブ運営」を基本として、各委員会が円滑な運
営ができるよう努める。
　クラブの効率的な運営を通じてはじめて、地域社
会に奉仕を提供し、会員を維持し、クラブや地区、
ひいては国際ロータリーのリーダーを生み出してい
くことを目指します。

２.事業計画
⑴構成されるクラブ管理運営８委員会が活発に活動で
きるようサポートし、例会を魅力あるものにする。
⑵情報集会を２回開催し、各委員会の問題点を検討
する。

出席委員会
委員長　川﨑　英輝

１.基本方針
　最小限の奉仕である例会出席を促し、出席率83％
を目指します。そのために、諸事情により出席でき
ない会員に対し、Zoomでの参加や、メークアップ

を積極的に活用するよう奨励してまいります。ま
た、らくらく連絡網の全員登録、返信率100％を目
指し、食事等の無駄を減らします。

２.事業計画
・出席率を例会にて報告
・メークアップの仕方がわからない会員や、新会員
が他クラブへのメークアップをしやすいように、
メークアップ予定のある会員が、同伴できるよう
な仕組みを構築する。
・諸行事の案内と、積極的に参加できるよう啓発す
る。

親睦活動委員会
委員長　人見　光一

１.基本方針
・会員の親睦を深め、身近に社会奉仕、職業奉仕活
動を行えるようにする。
・会長、幹事をはじめ、各委員会の皆様と協力をし
ながら親睦活動を行い、会員同士の交流の機会を
増やす。
・親睦活動を通して、会員家族とともに、楽しんで
ロータリー活動を行えるようにする。

２.事業計画
⑴ビジター・ゲストの受付、案内、ご紹介
⑵家族例会の企画運営
⑶ガバナー公式訪問、合同例会等の対応
⑷新会員歓迎の企画運営、1－3奉仕研究会や夜例会
の実施
⑸会員の誕生祝い品検討
⑹慶弔対応
　なお、⑵から⑸については、新型コロナウイルス
の感染状況を考慮して、状況に合わせて対応。

会場運営委員会
委員長　原口　一吉

１.基本方針
　クラブ方針に則り、会場運営を円滑に行う。クラ
ブの基盤となる例会は、有意義で楽しい例会になる
よう関係委員会と緊密な連携を取りながら、出席率
の向上と退会防止を目的として、会員相互の親睦、
理解を深める事とした会場運営を心掛け行いたいと
思います。

２.事業計画
⑴例会準備のため、集合時間を例会開始45分前を基
本とする。（当番制として無理のない範囲内で）
⑵会場運営の主な業務、会場設営の確認、週報及び
資料の確認、メールボックスへの配布、ビジ
ター・ゲストお出迎え、例会場への案内を行う。
⑶例会食事メニューの充実と極端な発注数の無駄を
無くす様に心掛け、関連等と密に打ち合わせを行
う。
⑷ミリオンダラーミールを年６回実施し、奉仕活動
予算に貢献する。
⑸関係委員会と連携し、定刻前着席と例会中の雑談
を減らすよう、会員の理解と協力を求める。
⑹移動例会での会場運営、設営、管理を関係委員会
と協力し準備を行う。
⑺臨機応変に対応し、スムーズな運営を行う。

プログラム委員会
委員長　谷島　孝明

１.基本方針
　ロータリークラブの活動の基本は、例会の出席に
あると思います。厳粛かつ和やかな例会、充実した
有意義な例会が出席率の向上と会員相互の融和につ
ながると確信しています。
　月間プログラムの内容の充実をはかり、委員会メ
ンバーと協力し、魅力あるプログラムの構成・例会
のスムーズな進行に努めてまいります。

２.事業計画
⑴年間・月間プログラムの作成をする。
⑵当月・次月の例会プログラムを理事・役員会には
かり、様々な意見を取り入れバランスのとれた充
実したプログラムを企画いたします。
⑶会長方針でもある会員を知る会員によるスピーチ
を設ける。
⑷卓話者の選定など、会員による卓話や各分野でご
活躍されている方々に卓話の依頼をします。
⑸委員会メンバーの持ち回りで司会進行を実施しま
す。
⑹各委員会との連携のもと、厳粛かつ和やかな例会
運営に努力いたします。

広報委員会
委員長　川澄千亜紀

１.基本方針
　水戸南ロータリークラブの理念、奉仕活動を地域
社会の方々に理解していただくため、情報を発信し
ていく。

２.事業計画
①FMぱるるんで放送されている「学童の帰宅時犯
罪防止CMの継続。
②「ロータリーの友」に投稿する。
③茨城新聞等メディアでの広報活動を行う。
④Facebook、Instagram等を利用して情報発
信、広報活動を行う。

会報委員会
委員長　上野　義哉

１.基本方針
　週報で例会の様子、卓話の内容、寄付金の状況、
予定などをわかりやすく掲載｡また、写真等を効果的
に活用し、会員の方が楽しく、飽きない紙面づくり
に努める。

２.事業計画
①例会情報の迅速な作成及び配布
②各行事（家族例会、地区大会、ガバナー公式訪
問、IM等）の掲載
③各奉仕活動（おひさま食堂、ミニバスケットボー
ル大会、職場訪問、国際奉仕等）の掲載
④状況により会員紹介（主に新会員）を掲載

IT資料委員会
委員長　小泉　正史

１.基本方針
　新型コロナの影響下でも例会実施や会員のコミュ
ニケーションが図れるよう、会員のITツールの活用
をサポートする。
①ホームページの更新、活用
②らくらく連絡網の管理、活用、利用促進
③My ROTARYの利用啓蒙
④Facebook・水戸南RCページの管理、活用
⑤オンライン例会や例会のライブ配信の実施
⑥その他会員のサポート

２.事業計画
①ホームページは公共イメージアップと会員増強を
狙った活用として当クラブが実施する事業の内容
や奉仕活動の様子を紹介。

②らくらく連絡網は出席状況の把握やクラブ運営の
連絡等に活用、出席率のアップなどをサポートす
る。全員登録を目指し、例会出欠の返信率を
100％目指す。

③My ROTARYを紹介し、啓蒙を行う。My ROTARY
の登録を促す。

④Facebookの水戸南ページは広報委員会と連携
して、会員内外にタイムリーな活動状況を報告す
る目的で運用する。

⑤例会実施が難しくなった場合にオンライン例会や
ライブ配信などを検討、実施。

⑥らくらく連絡網の登録、使い方、My ROTARYの登
録などをサポート。

雑誌委員会
委員長　米川　幸喜

１.基本方針
　「ロータリーの友」に更なる興味を持って頂き、
ロータリアンとしての意識を高め、ロータリークラ
ブへの理解を深めて頂くようアプローチしていく。

２.事業計画
⑴毎月第２例会において、「ロータリーの友」の記事
を委員会メンバーと協力して紹介する。

⑵今年度の重点目標として、「ロータリーの友」へ
の記事などの投稿を呼びかけ、是非とも「雑誌の
時間」において、水戸南ロータリークラブ発の記
事として紹介する。

　以上、「ロータリーの友」へ興味を持って頂き、購
読率を上げるように、工夫しながら活動する。

奉仕プロジェクト委員会
委員長　志村　　保

１.基本方針
　職業奉仕、社会奉仕、青少年奉仕、国際奉仕、姉妹・
友好クラブ交流の各委員会が奉仕活動を円滑に実施
できるように協力し合って助言等を行っていきます。

２.事業計画
　各委員会の事業計画に基づいた活動を一緒に実践
していきます。
　また、多くの会員が各委員会の活動内容を理解し
て参加できるように努めます。

職業奉仕委員会
委員長　軍司　由佳

１.基本方針
　職業奉仕の意義と目的、委員会活動などを会員の
皆様に理解して頂くと共に、「四つのテスト」に基づ
き、各自の職業を通じて社会に奉仕することを提唱
し、ロータリークラブとして地域社会に「奉仕の理
想」を実践していく。

２.事業計画
①職業奉仕の実践に不可欠な「四つのテスト」を例
会場に掲示する。
②職場訪問…広報委員会と連携して、各会員の職場
を訪問し週報に紹介していくことで、より良い円
滑な関係性を理解し合い、「奉仕の理想」を実践し
ていく。
③コロナ禍において、地域社会への奉仕活動とし
て、会員企業の職業を通して、新会員と会員ご家
族とのコミュニケーションの場として、水戸プラ
ザホテルや親睦活動委員会、他委員会と共に連携
して、職業奉仕の実践をしていく。
④地域社会への奉仕活動として、会員企業の職業を
通じ他の委員会と連携して、「奉仕の理想」を実践
していく。

社会奉仕委員会
委員長　根本　直哉

１.基本方針
・地域社会、住民の生活向上の為の奉仕活動を実践
していく。
・委員会の枠にとらわれず、他の委員会と協力、連
携して奉仕活動を行う。

２.事業計画
・ロータリー財団地区補助金を利用して、水戸市の
健康増進センターへ利用者向けのデジタルサイ
ネージを寄贈する。
・ボランティアの方々とおひさま食堂を継続してい
くと共に、会長の方針でもある、食に関する問題
にも取り組む。
・他の委員会や、会員の方からの提案があれば、理
事会等で速やかに検討し、実践していく。

青少年奉仕委員会
委員長　桑名　武之

１.基本方針
　次世代を担う青少年が、スキルと人格を養いなが
ら、奉仕、道徳的基準、平和といったロータリーの
価値観を学ぶ機会を提供し、地域に貢献する人材を
育成する活動に協力、支援する。

２.事業計画
⑴水戸南ロータリークラブ杯ミニバスケットボール
大会の開催
⑵青少年奉仕月間に卓話を実施
⑶国際ロータリーの常設プログラムとしてクラブに
推奨する活動の理解を深め、積極的に地区の行事
に参加する。
⑷地域の学校へ訪問して実施する「出前授業」につ
いて、職業奉仕委員会に協力する。
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国際奉仕委員会
委員長　二川　隆司

１.基本方針
①ロータリーの重点分野下記７項目の中から、当ク
ラブが継続可能な国際奉仕活動を厳選し実行す
る。
　・平和構築と紛争予防
　・疾病予防と治療
　・水と衛生
　・母子の健康
　・基本的教育と識字率向上
　・地域社会の経済発展
　・環境の保全
②当クラブ会員に国際奉仕について理解をしてもらう。

２.事業計画
①友好クラブであるシーロムRCと協力し、重点分
野からより良い奉仕活動を立案実行する。
②友好クラブである高松西RCと協働出来る国際奉
仕活動を検討及び企画する。
③姉妹クラブである清州西原RCと協働出来る国際
奉仕活動を検討及び企画する。
④国際ロータリー第2820地区が独自に行っている「こ
の指とまれ」の事業としてRI第3810地区Manuel 
Roxas Boulevard Manila RCを介してマカティ
市消防署へ２台の中古消防自動車を送る。
⑤「この指とまれ」の他のクラブの事業に賛助する。

姉妹・友好クラブ交流委員会
委員長　佐藤　昌樹

１.基本方針
　コロナ禍の中、姉妹・友好クラブとの交流がほと
んどできておりませんので、今までの直接訪問に拘
らず、メールでのやり取りやWEB会議などを活用し
て、交流を進めていきます。

２.事業計画
　コロナの鎮静化状況によっては、年度後半直接訪
問も視野に入れておりますが、現時点では、下記を
考えています。
⑴メールのやり取りによる交流
⑵WEB親睦会の開催

ロータリー財団委員会
委員長　宇留野秀一

１.基本方針
　ロータリー財団の使命は、ロータリアンが、健康
状態を改善し、教育への支援を高め、貧困を救済す
ることを通じて、世界理解、親善、平和を達成でき
るようにすることです。
　この使命に基づいて、地区の目標が達成できるよ
うに会員の皆さんにロータリー財団を通じた活動を
理解していただき、協力をいただくことを基本方針
とする。

２.事業計画
⑴年次寄付　１人130ドル目標
⑵ポリオ撲滅基金　１人20ドル目標
⑶ベネファクター（1,000ドル寄付）は１名以上目標
⑷財団寄付金の活用状況について、会員の理解を深

めるため、各奉仕委員会と協力を図りながら、随
時情報提供を行う。特に９月の地区ロータリー奉
仕デーの茨城海岸美化プロジェクトへの会員の理
解と協力を呼び掛ける。
⑸11月の財団月間では地区ロータリー財団委員会と
協力して、卓話等を実施し、奉仕への参加意識を
高める機会とする。

米山記念奨学委員会
委員長　金原　和美

１.基本方針
①米山奨学生をクラブ全体でサポートし、ロータ
リー・日本の心を伝える。
②全会員に、米山奨学会や米山奨学生が国と国との
懸け橋となることを理解してもらい、献金をお願
いする。
③受け入れた奨学生の国について学ぶ。

２.事業計画
①寄付金目標、会員一人当たり25,000円以上
　（普通寄付5,000円、特別寄付20,000円以上）
②米山奨学生に出席毎に近況報告を実施してもら
う。
③米山月間（10月）に米山関係の卓話をする。
④会員と米山奨学生の交流を深める。
　今年度は特に、会員と奨学生の交流を深めること
に力を注いでいきたいと思います。

ニコニコBOX委員会
委員長　鈴木由紀子

１.基本方針
　ニコニコBOXは、クラブ奉仕活動事業に欠かせな
い大切な財源の一つです。皆様の笑顔で好意と善意
の奉仕活動資金を献金していただけるように努力し
ていきます。皆様一年間、笑顔で受付いたしますの
で、ご協力のほどよろしくお願いいたします。

２.事業計画
⑴一人、年間寄付金３万円以上を目標とします。
⑵各奉仕活動委員会と連携をとり、有効活用できる
ようにします。
⑶すまんBOXなどを一緒に置いて和やかな雰囲気づ
くりに努めます。
⑷必要に応じて、会員各位の寄付の状況を御案内い
します。

会計委員会
委員長　鏡渕　　洋

１.基本方針
・クラブ会計の健全財政を図るべく、予算・決算の
厳正な会計処理を実行致します。

２.事業計画　
・会長・幹事と連携し、クラブの運営が資金面で円
滑に遂行できるように努めます。
・事務局と連携し、支払業務を遅滞なく行います。
・効率的なクラブ運営の為、各委員会に予算配分・
支払いの均衡を要請し、予算超過の無いよう適正
に取り組みます。

会員組織委員会
委員長　粂田　信行

１.基本方針
　第2820地区ガバナー、及び篠原勉会長の方針に
従い、会員組織委員会内の連携を図り、会員組織の
強化を目指す。

２.事業計画
　会員組織委員会に属する４つの委員会で協力しな
がら、会員基盤の維持増強として、会員の増強及び
退会防止に努める。

職業分類委員会
委員長　川﨑　紀子

１.基本方針
①総務省統計局日本標準産業分類を基本とし、職業
分類を決める。

②バランスのとれた職業分類のクラブとする。
２.事業計画
①新年度発足時点での新たな職業分類の作成をする。
②新会員に関わる未開放業種については速やかに開
放する。

③職業分類の変更の申し出があれば、速やかに対応
し、理事会に提案する。

会員選考委員会
委員長　松本　隆史

１.基本方針
　推薦された会員候補者について、推薦者と情報交
換を行い、職業、地域における評価などを総合的に
考察し、また、水戸南ロータリークラブの会員とし
て、適格かどうかを慎重かつ公正に審査して、理事
会に報告する。
⑴ロータリアンとしての三大義務（出席・会費の納
入・雑誌の購読）を果たすことのできる地位、環
境と健康状態にある人物か

⑵地区やクラブの集会・行事に参加する意欲を持つ
ことができる人物か

⑶ロータリアンとして、必要最小限の財政負担にた
えられる人物か

２.事業計画
⑴会員候補者として推薦がなされた場合、前年度同
様、入会前に、委員会としてその候補者との食事
会を開催する。

⑵必要に応じ、職業分類委員会、会員増強委員会、
ロータリー情報委員会との情報集会を開催する。

会員増強委員会
委員長　岡村　太郎

１.基本方針
　コロナ禍により私たち水戸南RCも大きな変化を
余儀なくされています。所属会員の高齢化や会員数
の減少を改善するためには、若い世代と女性会員の
増強は不可欠です。
　将来の水戸南RCの中心となる若手会員の増強と
育成に注力したいと思います。魅力・活気があり会

員満足度の高いクラブを取り戻し、楽しいロータ
リーライフを実現しましょう。

２.事業計画
①クラブ会員数85名　会員増強目標５名以上
②メンター制度の導入…新会員がいち早くクラブに
馴染めるように世代間交流やアドバイス、相談が
出来るメンターをお願いする。
③積極的に会員候補者を例会にお招きし、私達水戸
南RCのアットホームな雰囲気と楽しさを体感し
てもらう（卓話者やゲストとして）。

④新会員候補者リストの作成・クラブ会員の皆様に
は紹介カードによるご紹介の協力をお願いしま
す。

ロータリー情報委員会
委員長　鈴木　憲一

１.基本方針
・会員候補者に入会前に、ロータリーと水戸南ロー
タリークラブについての歴史、組織、活動、会員
としての特典と責務、ロータリークラブの理念に
ついてオリエンテーションを行い、ロータリーの
理解と参加意欲を促す。
・会員にロータリアンとしての有意義な情報を提供
し、理解を深め、クラブ運営が円滑に行くように
努める。
・他の関連委員と協力し、会員増強、退会防止に努
める。

２.事業計画
・会員候補者に入会前に、「今日からロータリアン」
に基づきオリエンテーションを行う。
・1－3奉仕研究会をサポートし、入会後３年未満の
会員へ継続的なロータリー情報を提供し、在籍４
年以上の会員との親睦、交流、友情を促す。

クラブ管理運営委員会
委員長　石川　啓司

１.基本方針
　水戸南ロータリークラブの方針である「全員参加
のクラブ運営」を基本として、各委員会が円滑な運
営ができるよう努める。
　クラブの効率的な運営を通じてはじめて、地域社
会に奉仕を提供し、会員を維持し、クラブや地区、
ひいては国際ロータリーのリーダーを生み出してい
くことを目指します。

２.事業計画
⑴構成されるクラブ管理運営８委員会が活発に活動で
きるようサポートし、例会を魅力あるものにする。
⑵情報集会を２回開催し、各委員会の問題点を検討
する。

出席委員会
委員長　川﨑　英輝

１.基本方針
　最小限の奉仕である例会出席を促し、出席率83％
を目指します。そのために、諸事情により出席でき
ない会員に対し、Zoomでの参加や、メークアップ

を積極的に活用するよう奨励してまいります。ま
た、らくらく連絡網の全員登録、返信率100％を目
指し、食事等の無駄を減らします。

２.事業計画
・出席率を例会にて報告
・メークアップの仕方がわからない会員や、新会員
が他クラブへのメークアップをしやすいように、
メークアップ予定のある会員が、同伴できるよう
な仕組みを構築する。

・諸行事の案内と、積極的に参加できるよう啓発す
る。

親睦活動委員会
委員長　人見　光一

１.基本方針
・会員の親睦を深め、身近に社会奉仕、職業奉仕活
動を行えるようにする。

・会長、幹事をはじめ、各委員会の皆様と協力をし
ながら親睦活動を行い、会員同士の交流の機会を
増やす。

・親睦活動を通して、会員家族とともに、楽しんで
ロータリー活動を行えるようにする。

２.事業計画
⑴ビジター・ゲストの受付、案内、ご紹介
⑵家族例会の企画運営
⑶ガバナー公式訪問、合同例会等の対応
⑷新会員歓迎の企画運営、1－3奉仕研究会や夜例会
の実施

⑸会員の誕生祝い品検討
⑹慶弔対応
　なお、⑵から⑸については、新型コロナウイルス
の感染状況を考慮して、状況に合わせて対応。

会場運営委員会
委員長　原口　一吉

１.基本方針
　クラブ方針に則り、会場運営を円滑に行う。クラ
ブの基盤となる例会は、有意義で楽しい例会になる
よう関係委員会と緊密な連携を取りながら、出席率
の向上と退会防止を目的として、会員相互の親睦、
理解を深める事とした会場運営を心掛け行いたいと
思います。

２.事業計画
⑴例会準備のため、集合時間を例会開始45分前を基
本とする。（当番制として無理のない範囲内で）

⑵会場運営の主な業務、会場設営の確認、週報及び
資料の確認、メールボックスへの配布、ビジ
ター・ゲストお出迎え、例会場への案内を行う。

⑶例会食事メニューの充実と極端な発注数の無駄を
無くす様に心掛け、関連等と密に打ち合わせを行
う。

⑷ミリオンダラーミールを年６回実施し、奉仕活動
予算に貢献する。

⑸関係委員会と連携し、定刻前着席と例会中の雑談
を減らすよう、会員の理解と協力を求める。

⑹移動例会での会場運営、設営、管理を関係委員会
と協力し準備を行う。

⑺臨機応変に対応し、スムーズな運営を行う。

プログラム委員会
委員長　谷島　孝明

１.基本方針
　ロータリークラブの活動の基本は、例会の出席に
あると思います。厳粛かつ和やかな例会、充実した
有意義な例会が出席率の向上と会員相互の融和につ
ながると確信しています。
　月間プログラムの内容の充実をはかり、委員会メ
ンバーと協力し、魅力あるプログラムの構成・例会
のスムーズな進行に努めてまいります。

２.事業計画
⑴年間・月間プログラムの作成をする。
⑵当月・次月の例会プログラムを理事・役員会には
かり、様々な意見を取り入れバランスのとれた充
実したプログラムを企画いたします。
⑶会長方針でもある会員を知る会員によるスピーチ
を設ける。
⑷卓話者の選定など、会員による卓話や各分野でご
活躍されている方々に卓話の依頼をします。
⑸委員会メンバーの持ち回りで司会進行を実施しま
す。
⑹各委員会との連携のもと、厳粛かつ和やかな例会
運営に努力いたします。

広報委員会
委員長　川澄千亜紀

１.基本方針
　水戸南ロータリークラブの理念、奉仕活動を地域
社会の方々に理解していただくため、情報を発信し
ていく。

２.事業計画
①FMぱるるんで放送されている「学童の帰宅時犯
罪防止CMの継続。
②「ロータリーの友」に投稿する。
③茨城新聞等メディアでの広報活動を行う。
④Facebook、Instagram等を利用して情報発
信、広報活動を行う。

会報委員会
委員長　上野　義哉

１.基本方針
　週報で例会の様子、卓話の内容、寄付金の状況、
予定などをわかりやすく掲載｡また、写真等を効果的
に活用し、会員の方が楽しく、飽きない紙面づくり
に努める。

２.事業計画
①例会情報の迅速な作成及び配布
②各行事（家族例会、地区大会、ガバナー公式訪
問、IM等）の掲載
③各奉仕活動（おひさま食堂、ミニバスケットボー
ル大会、職場訪問、国際奉仕等）の掲載
④状況により会員紹介（主に新会員）を掲載

IT資料委員会
委員長　小泉　正史

１.基本方針
　新型コロナの影響下でも例会実施や会員のコミュ
ニケーションが図れるよう、会員のITツールの活用
をサポートする。
①ホームページの更新、活用
②らくらく連絡網の管理、活用、利用促進
③My ROTARYの利用啓蒙
④Facebook・水戸南RCページの管理、活用
⑤オンライン例会や例会のライブ配信の実施
⑥その他会員のサポート

２.事業計画
①ホームページは公共イメージアップと会員増強を
狙った活用として当クラブが実施する事業の内容
や奉仕活動の様子を紹介。
②らくらく連絡網は出席状況の把握やクラブ運営の
連絡等に活用、出席率のアップなどをサポートす
る。全員登録を目指し、例会出欠の返信率を
100％目指す。
③My ROTARYを紹介し、啓蒙を行う。My ROTARY
の登録を促す。
④Facebookの水戸南ページは広報委員会と連携
して、会員内外にタイムリーな活動状況を報告す
る目的で運用する。
⑤例会実施が難しくなった場合にオンライン例会や
ライブ配信などを検討、実施。
⑥らくらく連絡網の登録、使い方、My ROTARYの登
録などをサポート。

雑誌委員会
委員長　米川　幸喜

１.基本方針
　「ロータリーの友」に更なる興味を持って頂き、
ロータリアンとしての意識を高め、ロータリークラ
ブへの理解を深めて頂くようアプローチしていく。

２.事業計画
⑴毎月第２例会において、「ロータリーの友」の記事
を委員会メンバーと協力して紹介する。
⑵今年度の重点目標として、「ロータリーの友」へ
の記事などの投稿を呼びかけ、是非とも「雑誌の
時間」において、水戸南ロータリークラブ発の記
事として紹介する。
　以上、「ロータリーの友」へ興味を持って頂き、購
読率を上げるように、工夫しながら活動する。

奉仕プロジェクト委員会
委員長　志村　　保

１.基本方針
　職業奉仕、社会奉仕、青少年奉仕、国際奉仕、姉妹・
友好クラブ交流の各委員会が奉仕活動を円滑に実施
できるように協力し合って助言等を行っていきます。

２.事業計画
　各委員会の事業計画に基づいた活動を一緒に実践
していきます。
　また、多くの会員が各委員会の活動内容を理解し
て参加できるように努めます。

職業奉仕委員会
委員長　軍司　由佳

１.基本方針
　職業奉仕の意義と目的、委員会活動などを会員の
皆様に理解して頂くと共に、「四つのテスト」に基づ
き、各自の職業を通じて社会に奉仕することを提唱
し、ロータリークラブとして地域社会に「奉仕の理
想」を実践していく。

２.事業計画
①職業奉仕の実践に不可欠な「四つのテスト」を例
会場に掲示する。
②職場訪問…広報委員会と連携して、各会員の職場
を訪問し週報に紹介していくことで、より良い円
滑な関係性を理解し合い、「奉仕の理想」を実践し
ていく。
③コロナ禍において、地域社会への奉仕活動とし
て、会員企業の職業を通して、新会員と会員ご家
族とのコミュニケーションの場として、水戸プラ
ザホテルや親睦活動委員会、他委員会と共に連携
して、職業奉仕の実践をしていく。
④地域社会への奉仕活動として、会員企業の職業を
通じ他の委員会と連携して、「奉仕の理想」を実践
していく。

社会奉仕委員会
委員長　根本　直哉

１.基本方針
・地域社会、住民の生活向上の為の奉仕活動を実践
していく。
・委員会の枠にとらわれず、他の委員会と協力、連
携して奉仕活動を行う。

２.事業計画
・ロータリー財団地区補助金を利用して、水戸市の
健康増進センターへ利用者向けのデジタルサイ
ネージを寄贈する。
・ボランティアの方々とおひさま食堂を継続してい
くと共に、会長の方針でもある、食に関する問題
にも取り組む。
・他の委員会や、会員の方からの提案があれば、理
事会等で速やかに検討し、実践していく。

青少年奉仕委員会
委員長　桑名　武之

１.基本方針
　次世代を担う青少年が、スキルと人格を養いなが
ら、奉仕、道徳的基準、平和といったロータリーの
価値観を学ぶ機会を提供し、地域に貢献する人材を
育成する活動に協力、支援する。

２.事業計画
⑴水戸南ロータリークラブ杯ミニバスケットボール
大会の開催
⑵青少年奉仕月間に卓話を実施
⑶国際ロータリーの常設プログラムとしてクラブに
推奨する活動の理解を深め、積極的に地区の行事
に参加する。
⑷地域の学校へ訪問して実施する「出前授業」につ
いて、職業奉仕委員会に協力する。
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国際奉仕委員会
委員長　二川　隆司

１.基本方針
①ロータリーの重点分野下記７項目の中から、当ク
ラブが継続可能な国際奉仕活動を厳選し実行す
る。

　・平和構築と紛争予防
　・疾病予防と治療
　・水と衛生
　・母子の健康
　・基本的教育と識字率向上
　・地域社会の経済発展
　・環境の保全
②当クラブ会員に国際奉仕について理解をしてもらう。

２.事業計画
①友好クラブであるシーロムRCと協力し、重点分
野からより良い奉仕活動を立案実行する。

②友好クラブである高松西RCと協働出来る国際奉
仕活動を検討及び企画する。

③姉妹クラブである清州西原RCと協働出来る国際
奉仕活動を検討及び企画する。

④国際ロータリー第2820地区が独自に行っている「こ
の指とまれ」の事業としてRI第3810地区Manuel 
Roxas Boulevard Manila RCを介してマカティ
市消防署へ２台の中古消防自動車を送る。

⑤「この指とまれ」の他のクラブの事業に賛助する。

姉妹・友好クラブ交流委員会
委員長　佐藤　昌樹

１.基本方針
　コロナ禍の中、姉妹・友好クラブとの交流がほと
んどできておりませんので、今までの直接訪問に拘
らず、メールでのやり取りやWEB会議などを活用し
て、交流を進めていきます。

２.事業計画
　コロナの鎮静化状況によっては、年度後半直接訪
問も視野に入れておりますが、現時点では、下記を
考えています。
⑴メールのやり取りによる交流
⑵WEB親睦会の開催

ロータリー財団委員会
委員長　宇留野秀一

１.基本方針
　ロータリー財団の使命は、ロータリアンが、健康
状態を改善し、教育への支援を高め、貧困を救済す
ることを通じて、世界理解、親善、平和を達成でき
るようにすることです。
　この使命に基づいて、地区の目標が達成できるよ
うに会員の皆さんにロータリー財団を通じた活動を
理解していただき、協力をいただくことを基本方針
とする。

２.事業計画
⑴年次寄付　１人130ドル目標
⑵ポリオ撲滅基金　１人20ドル目標
⑶ベネファクター（1,000ドル寄付）は１名以上目標
⑷財団寄付金の活用状況について、会員の理解を深

めるため、各奉仕委員会と協力を図りながら、随
時情報提供を行う。特に９月の地区ロータリー奉
仕デーの茨城海岸美化プロジェクトへの会員の理
解と協力を呼び掛ける。
⑸11月の財団月間では地区ロータリー財団委員会と
協力して、卓話等を実施し、奉仕への参加意識を
高める機会とする。

米山記念奨学委員会
委員長　金原　和美

１.基本方針
①米山奨学生をクラブ全体でサポートし、ロータ
リー・日本の心を伝える。
②全会員に、米山奨学会や米山奨学生が国と国との
懸け橋となることを理解してもらい、献金をお願
いする。
③受け入れた奨学生の国について学ぶ。

２.事業計画
①寄付金目標、会員一人当たり25,000円以上
　（普通寄付5,000円、特別寄付20,000円以上）
②米山奨学生に出席毎に近況報告を実施してもら
う。
③米山月間（10月）に米山関係の卓話をする。
④会員と米山奨学生の交流を深める。
　今年度は特に、会員と奨学生の交流を深めること
に力を注いでいきたいと思います。

ニコニコBOX委員会
委員長　鈴木由紀子

１.基本方針
　ニコニコBOXは、クラブ奉仕活動事業に欠かせな
い大切な財源の一つです。皆様の笑顔で好意と善意
の奉仕活動資金を献金していただけるように努力し
ていきます。皆様一年間、笑顔で受付いたしますの
で、ご協力のほどよろしくお願いいたします。

２.事業計画
⑴一人、年間寄付金３万円以上を目標とします。
⑵各奉仕活動委員会と連携をとり、有効活用できる
ようにします。
⑶すまんBOXなどを一緒に置いて和やかな雰囲気づ
くりに努めます。
⑷必要に応じて、会員各位の寄付の状況を御案内い
します。

会計委員会
委員長　鏡渕　　洋

１.基本方針
・クラブ会計の健全財政を図るべく、予算・決算の
厳正な会計処理を実行致します。

２.事業計画　
・会長・幹事と連携し、クラブの運営が資金面で円
滑に遂行できるように努めます。
・事務局と連携し、支払業務を遅滞なく行います。
・効率的なクラブ運営の為、各委員会に予算配分・
支払いの均衡を要請し、予算超過の無いよう適正
に取り組みます。

会員組織委員会
委員長　粂田　信行

１.基本方針
　第2820地区ガバナー、及び篠原勉会長の方針に
従い、会員組織委員会内の連携を図り、会員組織の
強化を目指す。

２.事業計画
　会員組織委員会に属する４つの委員会で協力しな
がら、会員基盤の維持増強として、会員の増強及び
退会防止に努める。

職業分類委員会
委員長　川﨑　紀子

１.基本方針
①総務省統計局日本標準産業分類を基本とし、職業
分類を決める。
②バランスのとれた職業分類のクラブとする。

２.事業計画
①新年度発足時点での新たな職業分類の作成をする。
②新会員に関わる未開放業種については速やかに開
放する。
③職業分類の変更の申し出があれば、速やかに対応
し、理事会に提案する。

会員選考委員会
委員長　松本　隆史

１.基本方針
　推薦された会員候補者について、推薦者と情報交
換を行い、職業、地域における評価などを総合的に
考察し、また、水戸南ロータリークラブの会員とし
て、適格かどうかを慎重かつ公正に審査して、理事
会に報告する。
⑴ロータリアンとしての三大義務（出席・会費の納
入・雑誌の購読）を果たすことのできる地位、環
境と健康状態にある人物か
⑵地区やクラブの集会・行事に参加する意欲を持つ
ことができる人物か
⑶ロータリアンとして、必要最小限の財政負担にた
えられる人物か

２.事業計画
⑴会員候補者として推薦がなされた場合、前年度同
様、入会前に、委員会としてその候補者との食事
会を開催する。
⑵必要に応じ、職業分類委員会、会員増強委員会、
ロータリー情報委員会との情報集会を開催する。

会員増強委員会
委員長　岡村　太郎

１.基本方針
　コロナ禍により私たち水戸南RCも大きな変化を
余儀なくされています。所属会員の高齢化や会員数
の減少を改善するためには、若い世代と女性会員の
増強は不可欠です。
　将来の水戸南RCの中心となる若手会員の増強と
育成に注力したいと思います。魅力・活気があり会

員満足度の高いクラブを取り戻し、楽しいロータ
リーライフを実現しましょう。

２.事業計画
①クラブ会員数85名　会員増強目標５名以上
②メンター制度の導入…新会員がいち早くクラブに
馴染めるように世代間交流やアドバイス、相談が
出来るメンターをお願いする。

③積極的に会員候補者を例会にお招きし、私達水戸
南RCのアットホームな雰囲気と楽しさを体感し
てもらう（卓話者やゲストとして）。

④新会員候補者リストの作成・クラブ会員の皆様に
は紹介カードによるご紹介の協力をお願いしま
す。

ロータリー情報委員会
委員長　鈴木　憲一

１.基本方針
・会員候補者に入会前に、ロータリーと水戸南ロー
タリークラブについての歴史、組織、活動、会員
としての特典と責務、ロータリークラブの理念に
ついてオリエンテーションを行い、ロータリーの
理解と参加意欲を促す。

・会員にロータリアンとしての有意義な情報を提供
し、理解を深め、クラブ運営が円滑に行くように
努める。

・他の関連委員と協力し、会員増強、退会防止に努
める。

２.事業計画
・会員候補者に入会前に、「今日からロータリアン」
に基づきオリエンテーションを行う。

・1－3奉仕研究会をサポートし、入会後３年未満の
会員へ継続的なロータリー情報を提供し、在籍４
年以上の会員との親睦、交流、友情を促す。

クラブ管理運営委員会
委員長　石川　啓司

１.基本方針
　水戸南ロータリークラブの方針である「全員参加
のクラブ運営」を基本として、各委員会が円滑な運
営ができるよう努める。
　クラブの効率的な運営を通じてはじめて、地域社
会に奉仕を提供し、会員を維持し、クラブや地区、
ひいては国際ロータリーのリーダーを生み出してい
くことを目指します。

２.事業計画
⑴構成されるクラブ管理運営８委員会が活発に活動で
きるようサポートし、例会を魅力あるものにする。
⑵情報集会を２回開催し、各委員会の問題点を検討
する。

出席委員会
委員長　川﨑　英輝

１.基本方針
　最小限の奉仕である例会出席を促し、出席率83％
を目指します。そのために、諸事情により出席でき
ない会員に対し、Zoomでの参加や、メークアップ

を積極的に活用するよう奨励してまいります。ま
た、らくらく連絡網の全員登録、返信率100％を目
指し、食事等の無駄を減らします。

２.事業計画
・出席率を例会にて報告
・メークアップの仕方がわからない会員や、新会員
が他クラブへのメークアップをしやすいように、
メークアップ予定のある会員が、同伴できるよう
な仕組みを構築する。
・諸行事の案内と、積極的に参加できるよう啓発す
る。

親睦活動委員会
委員長　人見　光一

１.基本方針
・会員の親睦を深め、身近に社会奉仕、職業奉仕活
動を行えるようにする。
・会長、幹事をはじめ、各委員会の皆様と協力をし
ながら親睦活動を行い、会員同士の交流の機会を
増やす。
・親睦活動を通して、会員家族とともに、楽しんで
ロータリー活動を行えるようにする。

２.事業計画
⑴ビジター・ゲストの受付、案内、ご紹介
⑵家族例会の企画運営
⑶ガバナー公式訪問、合同例会等の対応
⑷新会員歓迎の企画運営、1－3奉仕研究会や夜例会
の実施
⑸会員の誕生祝い品検討
⑹慶弔対応
　なお、⑵から⑸については、新型コロナウイルス
の感染状況を考慮して、状況に合わせて対応。

会場運営委員会
委員長　原口　一吉

１.基本方針
　クラブ方針に則り、会場運営を円滑に行う。クラ
ブの基盤となる例会は、有意義で楽しい例会になる
よう関係委員会と緊密な連携を取りながら、出席率
の向上と退会防止を目的として、会員相互の親睦、
理解を深める事とした会場運営を心掛け行いたいと
思います。

２.事業計画
⑴例会準備のため、集合時間を例会開始45分前を基
本とする。（当番制として無理のない範囲内で）
⑵会場運営の主な業務、会場設営の確認、週報及び
資料の確認、メールボックスへの配布、ビジ
ター・ゲストお出迎え、例会場への案内を行う。
⑶例会食事メニューの充実と極端な発注数の無駄を
無くす様に心掛け、関連等と密に打ち合わせを行
う。
⑷ミリオンダラーミールを年６回実施し、奉仕活動
予算に貢献する。
⑸関係委員会と連携し、定刻前着席と例会中の雑談
を減らすよう、会員の理解と協力を求める。
⑹移動例会での会場運営、設営、管理を関係委員会
と協力し準備を行う。
⑺臨機応変に対応し、スムーズな運営を行う。

プログラム委員会
委員長　谷島　孝明

１.基本方針
　ロータリークラブの活動の基本は、例会の出席に
あると思います。厳粛かつ和やかな例会、充実した
有意義な例会が出席率の向上と会員相互の融和につ
ながると確信しています。
　月間プログラムの内容の充実をはかり、委員会メ
ンバーと協力し、魅力あるプログラムの構成・例会
のスムーズな進行に努めてまいります。

２.事業計画
⑴年間・月間プログラムの作成をする。
⑵当月・次月の例会プログラムを理事・役員会には
かり、様々な意見を取り入れバランスのとれた充
実したプログラムを企画いたします。

⑶会長方針でもある会員を知る会員によるスピーチ
を設ける。

⑷卓話者の選定など、会員による卓話や各分野でご
活躍されている方々に卓話の依頼をします。

⑸委員会メンバーの持ち回りで司会進行を実施しま
す。

⑹各委員会との連携のもと、厳粛かつ和やかな例会
運営に努力いたします。

広報委員会
委員長　川澄千亜紀

１.基本方針
　水戸南ロータリークラブの理念、奉仕活動を地域
社会の方々に理解していただくため、情報を発信し
ていく。

２.事業計画
①FMぱるるんで放送されている「学童の帰宅時犯
罪防止CMの継続。

②「ロータリーの友」に投稿する。
③茨城新聞等メディアでの広報活動を行う。
④Facebook、Instagram等を利用して情報発
信、広報活動を行う。

会報委員会
委員長　上野　義哉

１.基本方針
　週報で例会の様子、卓話の内容、寄付金の状況、
予定などをわかりやすく掲載｡また、写真等を効果的
に活用し、会員の方が楽しく、飽きない紙面づくり
に努める。

２.事業計画
①例会情報の迅速な作成及び配布
②各行事（家族例会、地区大会、ガバナー公式訪
問、IM等）の掲載

③各奉仕活動（おひさま食堂、ミニバスケットボー
ル大会、職場訪問、国際奉仕等）の掲載

④状況により会員紹介（主に新会員）を掲載

IT資料委員会
委員長　小泉　正史

１.基本方針
　新型コロナの影響下でも例会実施や会員のコミュ
ニケーションが図れるよう、会員のITツールの活用
をサポートする。
①ホームページの更新、活用
②らくらく連絡網の管理、活用、利用促進
③My ROTARYの利用啓蒙
④Facebook・水戸南RCページの管理、活用
⑤オンライン例会や例会のライブ配信の実施
⑥その他会員のサポート

２.事業計画
①ホームページは公共イメージアップと会員増強を
狙った活用として当クラブが実施する事業の内容
や奉仕活動の様子を紹介。

②らくらく連絡網は出席状況の把握やクラブ運営の
連絡等に活用、出席率のアップなどをサポートす
る。全員登録を目指し、例会出欠の返信率を
100％目指す。

③My ROTARYを紹介し、啓蒙を行う。My ROTARY
の登録を促す。

④Facebookの水戸南ページは広報委員会と連携
して、会員内外にタイムリーな活動状況を報告す
る目的で運用する。

⑤例会実施が難しくなった場合にオンライン例会や
ライブ配信などを検討、実施。

⑥らくらく連絡網の登録、使い方、My ROTARYの登
録などをサポート。

雑誌委員会
委員長　米川　幸喜

１.基本方針
　「ロータリーの友」に更なる興味を持って頂き、
ロータリアンとしての意識を高め、ロータリークラ
ブへの理解を深めて頂くようアプローチしていく。

２.事業計画
⑴毎月第２例会において、「ロータリーの友」の記事
を委員会メンバーと協力して紹介する。

⑵今年度の重点目標として、「ロータリーの友」へ
の記事などの投稿を呼びかけ、是非とも「雑誌の
時間」において、水戸南ロータリークラブ発の記
事として紹介する。

　以上、「ロータリーの友」へ興味を持って頂き、購
読率を上げるように、工夫しながら活動する。

奉仕プロジェクト委員会
委員長　志村　　保

１.基本方針
　職業奉仕、社会奉仕、青少年奉仕、国際奉仕、姉妹・
友好クラブ交流の各委員会が奉仕活動を円滑に実施
できるように協力し合って助言等を行っていきます。

２.事業計画
　各委員会の事業計画に基づいた活動を一緒に実践
していきます。
　また、多くの会員が各委員会の活動内容を理解し
て参加できるように努めます。

職業奉仕委員会
委員長　軍司　由佳

１.基本方針
　職業奉仕の意義と目的、委員会活動などを会員の
皆様に理解して頂くと共に、「四つのテスト」に基づ
き、各自の職業を通じて社会に奉仕することを提唱
し、ロータリークラブとして地域社会に「奉仕の理
想」を実践していく。

２.事業計画
①職業奉仕の実践に不可欠な「四つのテスト」を例
会場に掲示する。
②職場訪問…広報委員会と連携して、各会員の職場
を訪問し週報に紹介していくことで、より良い円
滑な関係性を理解し合い、「奉仕の理想」を実践し
ていく。
③コロナ禍において、地域社会への奉仕活動とし
て、会員企業の職業を通して、新会員と会員ご家
族とのコミュニケーションの場として、水戸プラ
ザホテルや親睦活動委員会、他委員会と共に連携
して、職業奉仕の実践をしていく。
④地域社会への奉仕活動として、会員企業の職業を
通じ他の委員会と連携して、「奉仕の理想」を実践
していく。

社会奉仕委員会
委員長　根本　直哉

１.基本方針
・地域社会、住民の生活向上の為の奉仕活動を実践
していく。
・委員会の枠にとらわれず、他の委員会と協力、連
携して奉仕活動を行う。

２.事業計画
・ロータリー財団地区補助金を利用して、水戸市の
健康増進センターへ利用者向けのデジタルサイ
ネージを寄贈する。
・ボランティアの方々とおひさま食堂を継続してい
くと共に、会長の方針でもある、食に関する問題
にも取り組む。
・他の委員会や、会員の方からの提案があれば、理
事会等で速やかに検討し、実践していく。

青少年奉仕委員会
委員長　桑名　武之

１.基本方針
　次世代を担う青少年が、スキルと人格を養いなが
ら、奉仕、道徳的基準、平和といったロータリーの
価値観を学ぶ機会を提供し、地域に貢献する人材を
育成する活動に協力、支援する。

２.事業計画
⑴水戸南ロータリークラブ杯ミニバスケットボール
大会の開催
⑵青少年奉仕月間に卓話を実施
⑶国際ロータリーの常設プログラムとしてクラブに
推奨する活動の理解を深め、積極的に地区の行事
に参加する。
⑷地域の学校へ訪問して実施する「出前授業」につ
いて、職業奉仕委員会に協力する。
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国際奉仕委員会
委員長　二川　隆司

１.基本方針
①ロータリーの重点分野下記７項目の中から、当ク
ラブが継続可能な国際奉仕活動を厳選し実行す
る。
　・平和構築と紛争予防
　・疾病予防と治療
　・水と衛生
　・母子の健康
　・基本的教育と識字率向上
　・地域社会の経済発展
　・環境の保全
②当クラブ会員に国際奉仕について理解をしてもらう。

２.事業計画
①友好クラブであるシーロムRCと協力し、重点分
野からより良い奉仕活動を立案実行する。
②友好クラブである高松西RCと協働出来る国際奉
仕活動を検討及び企画する。
③姉妹クラブである清州西原RCと協働出来る国際
奉仕活動を検討及び企画する。
④国際ロータリー第2820地区が独自に行っている「こ
の指とまれ」の事業としてRI第3810地区Manuel 
Roxas Boulevard Manila RCを介してマカティ
市消防署へ２台の中古消防自動車を送る。
⑤「この指とまれ」の他のクラブの事業に賛助する。

姉妹・友好クラブ交流委員会
委員長　佐藤　昌樹

１.基本方針
　コロナ禍の中、姉妹・友好クラブとの交流がほと
んどできておりませんので、今までの直接訪問に拘
らず、メールでのやり取りやWEB会議などを活用し
て、交流を進めていきます。

２.事業計画
　コロナの鎮静化状況によっては、年度後半直接訪
問も視野に入れておりますが、現時点では、下記を
考えています。
⑴メールのやり取りによる交流
⑵WEB親睦会の開催

ロータリー財団委員会
委員長　宇留野秀一

１.基本方針
　ロータリー財団の使命は、ロータリアンが、健康
状態を改善し、教育への支援を高め、貧困を救済す
ることを通じて、世界理解、親善、平和を達成でき
るようにすることです。
　この使命に基づいて、地区の目標が達成できるよ
うに会員の皆さんにロータリー財団を通じた活動を
理解していただき、協力をいただくことを基本方針
とする。

２.事業計画
⑴年次寄付　１人130ドル目標
⑵ポリオ撲滅基金　１人20ドル目標
⑶ベネファクター（1,000ドル寄付）は１名以上目標
⑷財団寄付金の活用状況について、会員の理解を深

めるため、各奉仕委員会と協力を図りながら、随
時情報提供を行う。特に９月の地区ロータリー奉
仕デーの茨城海岸美化プロジェクトへの会員の理
解と協力を呼び掛ける。
⑸11月の財団月間では地区ロータリー財団委員会と
協力して、卓話等を実施し、奉仕への参加意識を
高める機会とする。

米山記念奨学委員会
委員長　金原　和美

１.基本方針
①米山奨学生をクラブ全体でサポートし、ロータ
リー・日本の心を伝える。
②全会員に、米山奨学会や米山奨学生が国と国との
懸け橋となることを理解してもらい、献金をお願
いする。
③受け入れた奨学生の国について学ぶ。

２.事業計画
①寄付金目標、会員一人当たり25,000円以上
　（普通寄付5,000円、特別寄付20,000円以上）
②米山奨学生に出席毎に近況報告を実施してもら
う。
③米山月間（10月）に米山関係の卓話をする。
④会員と米山奨学生の交流を深める。
　今年度は特に、会員と奨学生の交流を深めること
に力を注いでいきたいと思います。

ニコニコBOX委員会
委員長　鈴木由紀子

１.基本方針
　ニコニコBOXは、クラブ奉仕活動事業に欠かせな
い大切な財源の一つです。皆様の笑顔で好意と善意
の奉仕活動資金を献金していただけるように努力し
ていきます。皆様一年間、笑顔で受付いたしますの
で、ご協力のほどよろしくお願いいたします。

２.事業計画
⑴一人、年間寄付金３万円以上を目標とします。
⑵各奉仕活動委員会と連携をとり、有効活用できる
ようにします。
⑶すまんBOXなどを一緒に置いて和やかな雰囲気づ
くりに努めます。
⑷必要に応じて、会員各位の寄付の状況を御案内い
します。

会計委員会
委員長　鏡渕　　洋

１.基本方針
・クラブ会計の健全財政を図るべく、予算・決算の
厳正な会計処理を実行致します。

２.事業計画　
・会長・幹事と連携し、クラブの運営が資金面で円
滑に遂行できるように努めます。
・事務局と連携し、支払業務を遅滞なく行います。
・効率的なクラブ運営の為、各委員会に予算配分・
支払いの均衡を要請し、予算超過の無いよう適正
に取り組みます。

会員組織委員会
委員長　粂田　信行

１.基本方針
　第2820地区ガバナー、及び篠原勉会長の方針に
従い、会員組織委員会内の連携を図り、会員組織の
強化を目指す。

２.事業計画
　会員組織委員会に属する４つの委員会で協力しな
がら、会員基盤の維持増強として、会員の増強及び
退会防止に努める。

職業分類委員会
委員長　川﨑　紀子

１.基本方針
①総務省統計局日本標準産業分類を基本とし、職業
分類を決める。

②バランスのとれた職業分類のクラブとする。
２.事業計画
①新年度発足時点での新たな職業分類の作成をする。
②新会員に関わる未開放業種については速やかに開
放する。

③職業分類の変更の申し出があれば、速やかに対応
し、理事会に提案する。

会員選考委員会
委員長　松本　隆史

１.基本方針
　推薦された会員候補者について、推薦者と情報交
換を行い、職業、地域における評価などを総合的に
考察し、また、水戸南ロータリークラブの会員とし
て、適格かどうかを慎重かつ公正に審査して、理事
会に報告する。
⑴ロータリアンとしての三大義務（出席・会費の納
入・雑誌の購読）を果たすことのできる地位、環
境と健康状態にある人物か

⑵地区やクラブの集会・行事に参加する意欲を持つ
ことができる人物か

⑶ロータリアンとして、必要最小限の財政負担にた
えられる人物か

２.事業計画
⑴会員候補者として推薦がなされた場合、前年度同
様、入会前に、委員会としてその候補者との食事
会を開催する。

⑵必要に応じ、職業分類委員会、会員増強委員会、
ロータリー情報委員会との情報集会を開催する。

会員増強委員会
委員長　岡村　太郎

１.基本方針
　コロナ禍により私たち水戸南RCも大きな変化を
余儀なくされています。所属会員の高齢化や会員数
の減少を改善するためには、若い世代と女性会員の
増強は不可欠です。
　将来の水戸南RCの中心となる若手会員の増強と
育成に注力したいと思います。魅力・活気があり会

員満足度の高いクラブを取り戻し、楽しいロータ
リーライフを実現しましょう。

２.事業計画
①クラブ会員数85名　会員増強目標５名以上
②メンター制度の導入…新会員がいち早くクラブに
馴染めるように世代間交流やアドバイス、相談が
出来るメンターをお願いする。
③積極的に会員候補者を例会にお招きし、私達水戸
南RCのアットホームな雰囲気と楽しさを体感し
てもらう（卓話者やゲストとして）。

④新会員候補者リストの作成・クラブ会員の皆様に
は紹介カードによるご紹介の協力をお願いしま
す。

ロータリー情報委員会
委員長　鈴木　憲一

１.基本方針
・会員候補者に入会前に、ロータリーと水戸南ロー
タリークラブについての歴史、組織、活動、会員
としての特典と責務、ロータリークラブの理念に
ついてオリエンテーションを行い、ロータリーの
理解と参加意欲を促す。
・会員にロータリアンとしての有意義な情報を提供
し、理解を深め、クラブ運営が円滑に行くように
努める。
・他の関連委員と協力し、会員増強、退会防止に努
める。

２.事業計画
・会員候補者に入会前に、「今日からロータリアン」
に基づきオリエンテーションを行う。
・1－3奉仕研究会をサポートし、入会後３年未満の
会員へ継続的なロータリー情報を提供し、在籍４
年以上の会員との親睦、交流、友情を促す。

クラブ管理運営委員会
委員長　石川　啓司

１.基本方針
　水戸南ロータリークラブの方針である「全員参加
のクラブ運営」を基本として、各委員会が円滑な運
営ができるよう努める。
　クラブの効率的な運営を通じてはじめて、地域社
会に奉仕を提供し、会員を維持し、クラブや地区、
ひいては国際ロータリーのリーダーを生み出してい
くことを目指します。

２.事業計画
⑴構成されるクラブ管理運営８委員会が活発に活動で
きるようサポートし、例会を魅力あるものにする。
⑵情報集会を２回開催し、各委員会の問題点を検討
する。

出席委員会
委員長　川﨑　英輝

１.基本方針
　最小限の奉仕である例会出席を促し、出席率83％
を目指します。そのために、諸事情により出席でき
ない会員に対し、Zoomでの参加や、メークアップ

を積極的に活用するよう奨励してまいります。ま
た、らくらく連絡網の全員登録、返信率100％を目
指し、食事等の無駄を減らします。

２.事業計画
・出席率を例会にて報告
・メークアップの仕方がわからない会員や、新会員
が他クラブへのメークアップをしやすいように、
メークアップ予定のある会員が、同伴できるよう
な仕組みを構築する。

・諸行事の案内と、積極的に参加できるよう啓発す
る。

親睦活動委員会
委員長　人見　光一

１.基本方針
・会員の親睦を深め、身近に社会奉仕、職業奉仕活
動を行えるようにする。

・会長、幹事をはじめ、各委員会の皆様と協力をし
ながら親睦活動を行い、会員同士の交流の機会を
増やす。

・親睦活動を通して、会員家族とともに、楽しんで
ロータリー活動を行えるようにする。

２.事業計画
⑴ビジター・ゲストの受付、案内、ご紹介
⑵家族例会の企画運営
⑶ガバナー公式訪問、合同例会等の対応
⑷新会員歓迎の企画運営、1－3奉仕研究会や夜例会
の実施

⑸会員の誕生祝い品検討
⑹慶弔対応
　なお、⑵から⑸については、新型コロナウイルス
の感染状況を考慮して、状況に合わせて対応。

会場運営委員会
委員長　原口　一吉

１.基本方針
　クラブ方針に則り、会場運営を円滑に行う。クラ
ブの基盤となる例会は、有意義で楽しい例会になる
よう関係委員会と緊密な連携を取りながら、出席率
の向上と退会防止を目的として、会員相互の親睦、
理解を深める事とした会場運営を心掛け行いたいと
思います。

２.事業計画
⑴例会準備のため、集合時間を例会開始45分前を基
本とする。（当番制として無理のない範囲内で）

⑵会場運営の主な業務、会場設営の確認、週報及び
資料の確認、メールボックスへの配布、ビジ
ター・ゲストお出迎え、例会場への案内を行う。

⑶例会食事メニューの充実と極端な発注数の無駄を
無くす様に心掛け、関連等と密に打ち合わせを行
う。

⑷ミリオンダラーミールを年６回実施し、奉仕活動
予算に貢献する。

⑸関係委員会と連携し、定刻前着席と例会中の雑談
を減らすよう、会員の理解と協力を求める。

⑹移動例会での会場運営、設営、管理を関係委員会
と協力し準備を行う。

⑺臨機応変に対応し、スムーズな運営を行う。

プログラム委員会
委員長　谷島　孝明

１.基本方針
　ロータリークラブの活動の基本は、例会の出席に
あると思います。厳粛かつ和やかな例会、充実した
有意義な例会が出席率の向上と会員相互の融和につ
ながると確信しています。
　月間プログラムの内容の充実をはかり、委員会メ
ンバーと協力し、魅力あるプログラムの構成・例会
のスムーズな進行に努めてまいります。

２.事業計画
⑴年間・月間プログラムの作成をする。
⑵当月・次月の例会プログラムを理事・役員会には
かり、様々な意見を取り入れバランスのとれた充
実したプログラムを企画いたします。
⑶会長方針でもある会員を知る会員によるスピーチ
を設ける。
⑷卓話者の選定など、会員による卓話や各分野でご
活躍されている方々に卓話の依頼をします。
⑸委員会メンバーの持ち回りで司会進行を実施しま
す。
⑹各委員会との連携のもと、厳粛かつ和やかな例会
運営に努力いたします。

広報委員会
委員長　川澄千亜紀

１.基本方針
　水戸南ロータリークラブの理念、奉仕活動を地域
社会の方々に理解していただくため、情報を発信し
ていく。

２.事業計画
①FMぱるるんで放送されている「学童の帰宅時犯
罪防止CMの継続。
②「ロータリーの友」に投稿する。
③茨城新聞等メディアでの広報活動を行う。
④Facebook、Instagram等を利用して情報発
信、広報活動を行う。

会報委員会
委員長　上野　義哉

１.基本方針
　週報で例会の様子、卓話の内容、寄付金の状況、
予定などをわかりやすく掲載｡また、写真等を効果的
に活用し、会員の方が楽しく、飽きない紙面づくり
に努める。

２.事業計画
①例会情報の迅速な作成及び配布
②各行事（家族例会、地区大会、ガバナー公式訪
問、IM等）の掲載
③各奉仕活動（おひさま食堂、ミニバスケットボー
ル大会、職場訪問、国際奉仕等）の掲載
④状況により会員紹介（主に新会員）を掲載

IT資料委員会
委員長　小泉　正史

１.基本方針
　新型コロナの影響下でも例会実施や会員のコミュ
ニケーションが図れるよう、会員のITツールの活用
をサポートする。
①ホームページの更新、活用
②らくらく連絡網の管理、活用、利用促進
③My ROTARYの利用啓蒙
④Facebook・水戸南RCページの管理、活用
⑤オンライン例会や例会のライブ配信の実施
⑥その他会員のサポート

２.事業計画
①ホームページは公共イメージアップと会員増強を
狙った活用として当クラブが実施する事業の内容
や奉仕活動の様子を紹介。
②らくらく連絡網は出席状況の把握やクラブ運営の
連絡等に活用、出席率のアップなどをサポートす
る。全員登録を目指し、例会出欠の返信率を
100％目指す。
③My ROTARYを紹介し、啓蒙を行う。My ROTARY
の登録を促す。
④Facebookの水戸南ページは広報委員会と連携
して、会員内外にタイムリーな活動状況を報告す
る目的で運用する。
⑤例会実施が難しくなった場合にオンライン例会や
ライブ配信などを検討、実施。
⑥らくらく連絡網の登録、使い方、My ROTARYの登
録などをサポート。

雑誌委員会
委員長　米川　幸喜

１.基本方針
　「ロータリーの友」に更なる興味を持って頂き、
ロータリアンとしての意識を高め、ロータリークラ
ブへの理解を深めて頂くようアプローチしていく。

２.事業計画
⑴毎月第２例会において、「ロータリーの友」の記事
を委員会メンバーと協力して紹介する。
⑵今年度の重点目標として、「ロータリーの友」へ
の記事などの投稿を呼びかけ、是非とも「雑誌の
時間」において、水戸南ロータリークラブ発の記
事として紹介する。
　以上、「ロータリーの友」へ興味を持って頂き、購
読率を上げるように、工夫しながら活動する。

奉仕プロジェクト委員会
委員長　志村　　保

１.基本方針
　職業奉仕、社会奉仕、青少年奉仕、国際奉仕、姉妹・
友好クラブ交流の各委員会が奉仕活動を円滑に実施
できるように協力し合って助言等を行っていきます。

２.事業計画
　各委員会の事業計画に基づいた活動を一緒に実践
していきます。
　また、多くの会員が各委員会の活動内容を理解し
て参加できるように努めます。

職業奉仕委員会
委員長　軍司　由佳

１.基本方針
　職業奉仕の意義と目的、委員会活動などを会員の
皆様に理解して頂くと共に、「四つのテスト」に基づ
き、各自の職業を通じて社会に奉仕することを提唱
し、ロータリークラブとして地域社会に「奉仕の理
想」を実践していく。

２.事業計画
①職業奉仕の実践に不可欠な「四つのテスト」を例
会場に掲示する。
②職場訪問…広報委員会と連携して、各会員の職場
を訪問し週報に紹介していくことで、より良い円
滑な関係性を理解し合い、「奉仕の理想」を実践し
ていく。
③コロナ禍において、地域社会への奉仕活動とし
て、会員企業の職業を通して、新会員と会員ご家
族とのコミュニケーションの場として、水戸プラ
ザホテルや親睦活動委員会、他委員会と共に連携
して、職業奉仕の実践をしていく。
④地域社会への奉仕活動として、会員企業の職業を
通じ他の委員会と連携して、「奉仕の理想」を実践
していく。

社会奉仕委員会
委員長　根本　直哉

１.基本方針
・地域社会、住民の生活向上の為の奉仕活動を実践
していく。
・委員会の枠にとらわれず、他の委員会と協力、連
携して奉仕活動を行う。

２.事業計画
・ロータリー財団地区補助金を利用して、水戸市の
健康増進センターへ利用者向けのデジタルサイ
ネージを寄贈する。
・ボランティアの方々とおひさま食堂を継続してい
くと共に、会長の方針でもある、食に関する問題
にも取り組む。
・他の委員会や、会員の方からの提案があれば、理
事会等で速やかに検討し、実践していく。

青少年奉仕委員会
委員長　桑名　武之

１.基本方針
　次世代を担う青少年が、スキルと人格を養いなが
ら、奉仕、道徳的基準、平和といったロータリーの
価値観を学ぶ機会を提供し、地域に貢献する人材を
育成する活動に協力、支援する。

２.事業計画
⑴水戸南ロータリークラブ杯ミニバスケットボール
大会の開催
⑵青少年奉仕月間に卓話を実施
⑶国際ロータリーの常設プログラムとしてクラブに
推奨する活動の理解を深め、積極的に地区の行事
に参加する。
⑷地域の学校へ訪問して実施する「出前授業」につ
いて、職業奉仕委員会に協力する。
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国際奉仕委員会
委員長　二川　隆司

１.基本方針
①ロータリーの重点分野下記７項目の中から、当ク
ラブが継続可能な国際奉仕活動を厳選し実行す
る。

　・平和構築と紛争予防
　・疾病予防と治療
　・水と衛生
　・母子の健康
　・基本的教育と識字率向上
　・地域社会の経済発展
　・環境の保全
②当クラブ会員に国際奉仕について理解をしてもらう。

２.事業計画
①友好クラブであるシーロムRCと協力し、重点分
野からより良い奉仕活動を立案実行する。

②友好クラブである高松西RCと協働出来る国際奉
仕活動を検討及び企画する。

③姉妹クラブである清州西原RCと協働出来る国際
奉仕活動を検討及び企画する。

④国際ロータリー第2820地区が独自に行っている「こ
の指とまれ」の事業としてRI第3810地区Manuel 
Roxas Boulevard Manila RCを介してマカティ
市消防署へ２台の中古消防自動車を送る。

⑤「この指とまれ」の他のクラブの事業に賛助する。

姉妹・友好クラブ交流委員会
委員長　佐藤　昌樹

１.基本方針
　コロナ禍の中、姉妹・友好クラブとの交流がほと
んどできておりませんので、今までの直接訪問に拘
らず、メールでのやり取りやWEB会議などを活用し
て、交流を進めていきます。

２.事業計画
　コロナの鎮静化状況によっては、年度後半直接訪
問も視野に入れておりますが、現時点では、下記を
考えています。
⑴メールのやり取りによる交流
⑵WEB親睦会の開催

ロータリー財団委員会
委員長　宇留野秀一

１.基本方針
　ロータリー財団の使命は、ロータリアンが、健康
状態を改善し、教育への支援を高め、貧困を救済す
ることを通じて、世界理解、親善、平和を達成でき
るようにすることです。
　この使命に基づいて、地区の目標が達成できるよ
うに会員の皆さんにロータリー財団を通じた活動を
理解していただき、協力をいただくことを基本方針
とする。

２.事業計画
⑴年次寄付　１人130ドル目標
⑵ポリオ撲滅基金　１人20ドル目標
⑶ベネファクター（1,000ドル寄付）は１名以上目標
⑷財団寄付金の活用状況について、会員の理解を深

めるため、各奉仕委員会と協力を図りながら、随
時情報提供を行う。特に９月の地区ロータリー奉
仕デーの茨城海岸美化プロジェクトへの会員の理
解と協力を呼び掛ける。
⑸11月の財団月間では地区ロータリー財団委員会と
協力して、卓話等を実施し、奉仕への参加意識を
高める機会とする。

米山記念奨学委員会
委員長　金原　和美

１.基本方針
①米山奨学生をクラブ全体でサポートし、ロータ
リー・日本の心を伝える。
②全会員に、米山奨学会や米山奨学生が国と国との
懸け橋となることを理解してもらい、献金をお願
いする。
③受け入れた奨学生の国について学ぶ。

２.事業計画
①寄付金目標、会員一人当たり25,000円以上
　（普通寄付5,000円、特別寄付20,000円以上）
②米山奨学生に出席毎に近況報告を実施してもら
う。
③米山月間（10月）に米山関係の卓話をする。
④会員と米山奨学生の交流を深める。
　今年度は特に、会員と奨学生の交流を深めること
に力を注いでいきたいと思います。

ニコニコBOX委員会
委員長　鈴木由紀子

１.基本方針
　ニコニコBOXは、クラブ奉仕活動事業に欠かせな
い大切な財源の一つです。皆様の笑顔で好意と善意
の奉仕活動資金を献金していただけるように努力し
ていきます。皆様一年間、笑顔で受付いたしますの
で、ご協力のほどよろしくお願いいたします。

２.事業計画
⑴一人、年間寄付金３万円以上を目標とします。
⑵各奉仕活動委員会と連携をとり、有効活用できる
ようにします。
⑶すまんBOXなどを一緒に置いて和やかな雰囲気づ
くりに努めます。
⑷必要に応じて、会員各位の寄付の状況を御案内い
します。

会計委員会
委員長　鏡渕　　洋

１.基本方針
・クラブ会計の健全財政を図るべく、予算・決算の
厳正な会計処理を実行致します。

２.事業計画　
・会長・幹事と連携し、クラブの運営が資金面で円
滑に遂行できるように努めます。
・事務局と連携し、支払業務を遅滞なく行います。
・効率的なクラブ運営の為、各委員会に予算配分・
支払いの均衡を要請し、予算超過の無いよう適正
に取り組みます。

会員組織委員会
委員長　粂田　信行

１.基本方針
　第2820地区ガバナー、及び篠原勉会長の方針に
従い、会員組織委員会内の連携を図り、会員組織の
強化を目指す。

２.事業計画
　会員組織委員会に属する４つの委員会で協力しな
がら、会員基盤の維持増強として、会員の増強及び
退会防止に努める。

職業分類委員会
委員長　川﨑　紀子

１.基本方針
①総務省統計局日本標準産業分類を基本とし、職業
分類を決める。
②バランスのとれた職業分類のクラブとする。

２.事業計画
①新年度発足時点での新たな職業分類の作成をする。
②新会員に関わる未開放業種については速やかに開
放する。
③職業分類の変更の申し出があれば、速やかに対応
し、理事会に提案する。

会員選考委員会
委員長　松本　隆史

１.基本方針
　推薦された会員候補者について、推薦者と情報交
換を行い、職業、地域における評価などを総合的に
考察し、また、水戸南ロータリークラブの会員とし
て、適格かどうかを慎重かつ公正に審査して、理事
会に報告する。
⑴ロータリアンとしての三大義務（出席・会費の納
入・雑誌の購読）を果たすことのできる地位、環
境と健康状態にある人物か
⑵地区やクラブの集会・行事に参加する意欲を持つ
ことができる人物か
⑶ロータリアンとして、必要最小限の財政負担にた
えられる人物か

２.事業計画
⑴会員候補者として推薦がなされた場合、前年度同
様、入会前に、委員会としてその候補者との食事
会を開催する。
⑵必要に応じ、職業分類委員会、会員増強委員会、
ロータリー情報委員会との情報集会を開催する。

会員増強委員会
委員長　岡村　太郎

１.基本方針
　コロナ禍により私たち水戸南RCも大きな変化を
余儀なくされています。所属会員の高齢化や会員数
の減少を改善するためには、若い世代と女性会員の
増強は不可欠です。
　将来の水戸南RCの中心となる若手会員の増強と
育成に注力したいと思います。魅力・活気があり会

員満足度の高いクラブを取り戻し、楽しいロータ
リーライフを実現しましょう。

２.事業計画
①クラブ会員数85名　会員増強目標５名以上
②メンター制度の導入…新会員がいち早くクラブに
馴染めるように世代間交流やアドバイス、相談が
出来るメンターをお願いする。
③積極的に会員候補者を例会にお招きし、私達水戸
南RCのアットホームな雰囲気と楽しさを体感し
てもらう（卓話者やゲストとして）。

④新会員候補者リストの作成・クラブ会員の皆様に
は紹介カードによるご紹介の協力をお願いしま
す。

ロータリー情報委員会
委員長　鈴木　憲一

１.基本方針
・会員候補者に入会前に、ロータリーと水戸南ロー
タリークラブについての歴史、組織、活動、会員
としての特典と責務、ロータリークラブの理念に
ついてオリエンテーションを行い、ロータリーの
理解と参加意欲を促す。
・会員にロータリアンとしての有意義な情報を提供
し、理解を深め、クラブ運営が円滑に行くように
努める。
・他の関連委員と協力し、会員増強、退会防止に努
める。

２.事業計画
・会員候補者に入会前に、「今日からロータリアン」
に基づきオリエンテーションを行う。
・1－3奉仕研究会をサポートし、入会後３年未満の
会員へ継続的なロータリー情報を提供し、在籍４
年以上の会員との親睦、交流、友情を促す。

クラブ管理運営委員会
委員長　石川　啓司

１.基本方針
　水戸南ロータリークラブの方針である「全員参加
のクラブ運営」を基本として、各委員会が円滑な運
営ができるよう努める。
　クラブの効率的な運営を通じてはじめて、地域社
会に奉仕を提供し、会員を維持し、クラブや地区、
ひいては国際ロータリーのリーダーを生み出してい
くことを目指します。

２.事業計画
⑴構成されるクラブ管理運営８委員会が活発に活動で
きるようサポートし、例会を魅力あるものにする。
⑵情報集会を２回開催し、各委員会の問題点を検討
する。

出席委員会
委員長　川﨑　英輝

１.基本方針
　最小限の奉仕である例会出席を促し、出席率83％
を目指します。そのために、諸事情により出席でき
ない会員に対し、Zoomでの参加や、メークアップ

を積極的に活用するよう奨励してまいります。ま
た、らくらく連絡網の全員登録、返信率100％を目
指し、食事等の無駄を減らします。

２.事業計画
・出席率を例会にて報告
・メークアップの仕方がわからない会員や、新会員
が他クラブへのメークアップをしやすいように、
メークアップ予定のある会員が、同伴できるよう
な仕組みを構築する。
・諸行事の案内と、積極的に参加できるよう啓発す
る。

親睦活動委員会
委員長　人見　光一

１.基本方針
・会員の親睦を深め、身近に社会奉仕、職業奉仕活
動を行えるようにする。
・会長、幹事をはじめ、各委員会の皆様と協力をし
ながら親睦活動を行い、会員同士の交流の機会を
増やす。
・親睦活動を通して、会員家族とともに、楽しんで
ロータリー活動を行えるようにする。

２.事業計画
⑴ビジター・ゲストの受付、案内、ご紹介
⑵家族例会の企画運営
⑶ガバナー公式訪問、合同例会等の対応
⑷新会員歓迎の企画運営、1－3奉仕研究会や夜例会
の実施
⑸会員の誕生祝い品検討
⑹慶弔対応
　なお、⑵から⑸については、新型コロナウイルス
の感染状況を考慮して、状況に合わせて対応。

会場運営委員会
委員長　原口　一吉

１.基本方針
　クラブ方針に則り、会場運営を円滑に行う。クラ
ブの基盤となる例会は、有意義で楽しい例会になる
よう関係委員会と緊密な連携を取りながら、出席率
の向上と退会防止を目的として、会員相互の親睦、
理解を深める事とした会場運営を心掛け行いたいと
思います。

２.事業計画
⑴例会準備のため、集合時間を例会開始45分前を基
本とする。（当番制として無理のない範囲内で）
⑵会場運営の主な業務、会場設営の確認、週報及び
資料の確認、メールボックスへの配布、ビジ
ター・ゲストお出迎え、例会場への案内を行う。
⑶例会食事メニューの充実と極端な発注数の無駄を
無くす様に心掛け、関連等と密に打ち合わせを行
う。
⑷ミリオンダラーミールを年６回実施し、奉仕活動
予算に貢献する。
⑸関係委員会と連携し、定刻前着席と例会中の雑談
を減らすよう、会員の理解と協力を求める。
⑹移動例会での会場運営、設営、管理を関係委員会
と協力し準備を行う。
⑺臨機応変に対応し、スムーズな運営を行う。

プログラム委員会
委員長　谷島　孝明

１.基本方針
　ロータリークラブの活動の基本は、例会の出席に
あると思います。厳粛かつ和やかな例会、充実した
有意義な例会が出席率の向上と会員相互の融和につ
ながると確信しています。
　月間プログラムの内容の充実をはかり、委員会メ
ンバーと協力し、魅力あるプログラムの構成・例会
のスムーズな進行に努めてまいります。

２.事業計画
⑴年間・月間プログラムの作成をする。
⑵当月・次月の例会プログラムを理事・役員会には
かり、様々な意見を取り入れバランスのとれた充
実したプログラムを企画いたします。
⑶会長方針でもある会員を知る会員によるスピーチ
を設ける。
⑷卓話者の選定など、会員による卓話や各分野でご
活躍されている方々に卓話の依頼をします。
⑸委員会メンバーの持ち回りで司会進行を実施しま
す。
⑹各委員会との連携のもと、厳粛かつ和やかな例会
運営に努力いたします。

広報委員会
委員長　川澄千亜紀

１.基本方針
　水戸南ロータリークラブの理念、奉仕活動を地域
社会の方々に理解していただくため、情報を発信し
ていく。

２.事業計画
①FMぱるるんで放送されている「学童の帰宅時犯
罪防止CMの継続。
②「ロータリーの友」に投稿する。
③茨城新聞等メディアでの広報活動を行う。
④Facebook、Instagram等を利用して情報発
信、広報活動を行う。

会報委員会
委員長　上野　義哉

１.基本方針
　週報で例会の様子、卓話の内容、寄付金の状況、
予定などをわかりやすく掲載｡また、写真等を効果的
に活用し、会員の方が楽しく、飽きない紙面づくり
に努める。

２.事業計画
①例会情報の迅速な作成及び配布
②各行事（家族例会、地区大会、ガバナー公式訪
問、IM等）の掲載
③各奉仕活動（おひさま食堂、ミニバスケットボー
ル大会、職場訪問、国際奉仕等）の掲載
④状況により会員紹介（主に新会員）を掲載

IT資料委員会
委員長　小泉　正史

１.基本方針
　新型コロナの影響下でも例会実施や会員のコミュ
ニケーションが図れるよう、会員のITツールの活用
をサポートする。
①ホームページの更新、活用
②らくらく連絡網の管理、活用、利用促進
③My ROTARYの利用啓蒙
④Facebook・水戸南RCページの管理、活用
⑤オンライン例会や例会のライブ配信の実施
⑥その他会員のサポート

２.事業計画
①ホームページは公共イメージアップと会員増強を
狙った活用として当クラブが実施する事業の内容
や奉仕活動の様子を紹介。

②らくらく連絡網は出席状況の把握やクラブ運営の
連絡等に活用、出席率のアップなどをサポートす
る。全員登録を目指し、例会出欠の返信率を
100％目指す。

③My ROTARYを紹介し、啓蒙を行う。My ROTARY
の登録を促す。

④Facebookの水戸南ページは広報委員会と連携
して、会員内外にタイムリーな活動状況を報告す
る目的で運用する。

⑤例会実施が難しくなった場合にオンライン例会や
ライブ配信などを検討、実施。

⑥らくらく連絡網の登録、使い方、My ROTARYの登
録などをサポート。

雑誌委員会
委員長　米川　幸喜

１.基本方針
　「ロータリーの友」に更なる興味を持って頂き、
ロータリアンとしての意識を高め、ロータリークラ
ブへの理解を深めて頂くようアプローチしていく。

２.事業計画
⑴毎月第２例会において、「ロータリーの友」の記事
を委員会メンバーと協力して紹介する。

⑵今年度の重点目標として、「ロータリーの友」へ
の記事などの投稿を呼びかけ、是非とも「雑誌の
時間」において、水戸南ロータリークラブ発の記
事として紹介する。

　以上、「ロータリーの友」へ興味を持って頂き、購
読率を上げるように、工夫しながら活動する。

奉仕プロジェクト委員会
委員長　志村　　保

１.基本方針
　職業奉仕、社会奉仕、青少年奉仕、国際奉仕、姉妹・
友好クラブ交流の各委員会が奉仕活動を円滑に実施
できるように協力し合って助言等を行っていきます。

２.事業計画
　各委員会の事業計画に基づいた活動を一緒に実践
していきます。
　また、多くの会員が各委員会の活動内容を理解し
て参加できるように努めます。

職業奉仕委員会
委員長　軍司　由佳

１.基本方針
　職業奉仕の意義と目的、委員会活動などを会員の
皆様に理解して頂くと共に、「四つのテスト」に基づ
き、各自の職業を通じて社会に奉仕することを提唱
し、ロータリークラブとして地域社会に「奉仕の理
想」を実践していく。

２.事業計画
①職業奉仕の実践に不可欠な「四つのテスト」を例
会場に掲示する。
②職場訪問…広報委員会と連携して、各会員の職場
を訪問し週報に紹介していくことで、より良い円
滑な関係性を理解し合い、「奉仕の理想」を実践し
ていく。
③コロナ禍において、地域社会への奉仕活動とし
て、会員企業の職業を通して、新会員と会員ご家
族とのコミュニケーションの場として、水戸プラ
ザホテルや親睦活動委員会、他委員会と共に連携
して、職業奉仕の実践をしていく。
④地域社会への奉仕活動として、会員企業の職業を
通じ他の委員会と連携して、「奉仕の理想」を実践
していく。

社会奉仕委員会
委員長　根本　直哉

１.基本方針
・地域社会、住民の生活向上の為の奉仕活動を実践
していく。
・委員会の枠にとらわれず、他の委員会と協力、連
携して奉仕活動を行う。

２.事業計画
・ロータリー財団地区補助金を利用して、水戸市の
健康増進センターへ利用者向けのデジタルサイ
ネージを寄贈する。
・ボランティアの方々とおひさま食堂を継続してい
くと共に、会長の方針でもある、食に関する問題
にも取り組む。
・他の委員会や、会員の方からの提案があれば、理
事会等で速やかに検討し、実践していく。

青少年奉仕委員会
委員長　桑名　武之

１.基本方針
　次世代を担う青少年が、スキルと人格を養いなが
ら、奉仕、道徳的基準、平和といったロータリーの
価値観を学ぶ機会を提供し、地域に貢献する人材を
育成する活動に協力、支援する。

２.事業計画
⑴水戸南ロータリークラブ杯ミニバスケットボール
大会の開催
⑵青少年奉仕月間に卓話を実施
⑶国際ロータリーの常設プログラムとしてクラブに
推奨する活動の理解を深め、積極的に地区の行事
に参加する。
⑷地域の学校へ訪問して実施する「出前授業」につ
いて、職業奉仕委員会に協力する。
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篠原会長・石井幹事～１年間宜しくお願い致します

篠原会長～初めての点鐘

篠原年度各委員会、委員長の皆様 不在の小川直前幹事に代わって、
志村直前会長から石井幹事へバ
ッチの引継ぎ

石井幹事
初めての幹事報告

米山奨学生
グェン，ゴック アンさん

志村直前会長への記念品贈呈とバッチ引継ぎ

出席報告 会 員 数 出 席 数 欠 席 数 本日出席率

国際ロータリー第2820地区　水戸南ロータリークラブ

◆RI加盟承認　1973年（昭和48年）６月７日
◆チャーターナイト　1974年（昭和49年）２月10日

■例会場　水戸プラザホテル  TEL.029-305-8111
■事務所　常陽銀行本店  TEL.029-225-4820
■ＵＲＬ　http://www.mito-m-rc.com

クラブ会報委員会／委員長：上野義哉　副委員長：及川　譲　アドバイザー：松本隆史　委員：皆川雄作

●会　長　篠原　　勉　会長エレクト　粂田　信行
●幹　事　石井　浩一　副会長　　　　石川　啓司
　　　　　　　　　　　副幹事　　　　及川　　譲

水戸南
　ロータリークラブ

Weekly Report
Rotary Club of Mito-Minami

地区スローガン：地球の未来を想い、地域社会に貢献しましょう　 クラブ会長方針：ロータリーを楽しもう

RIテーマ：奉仕しよう
みんなの人生を豊かにするために

週 報

■2020～2021年度の出席100％会員は下記の方々です。
赤岩賢二　　深谷　智　　二川隆司　　軍司由佳　　原口一吉
長谷川國雄　人見光一　　石井浩一　　石川啓司　　井澤卓司
兼子充裕　　川﨑英輝　　金原和美　　小泉正史　　小路　實
久保田啓藏　久保田規子　粂田信行　　松本隆史　　水口二良
長洲雅彦　　中川勝義　　奈良早苗　　根本 次　　野口英壽
大金　誠　　小川啓子　　岡村太郎　　大原康宏　　太田聖史
笹館康男　　志村　保　　篠原　勉　　塩沢富夫　　鈴木憲一
鈴木由紀子　高柳益美　　上野義哉　　宇留野秀一　谷島孝明
米川幸喜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（計41名）

小島瑞貴新会員、大森愛新会員の所属委員会について
小島瑞貴新会員は親睦活動委員会、大森愛新会員は
会場運営委員会となります。

クラブ奉仕研究会が開催されます。
日　時：７月10日㈯ 13:00～17:00
場　所：ホテルクリスタルパレス
　　　　及び オンライン（Zoom）
出席者：篠原　勉会長、石井浩一幹事、
　　　　粂田信行会長エレクト

クラブ戦略計画立案委員会が開催されます。
日　時：７月16日㈮ 13:40～14:40
場　所：水戸プラザホテル
出席者：長谷川國雄パストガバナー、

篠原　勉会長、石井浩一幹事、
谷島孝明プログラム委員長、
原口一吉会場運営委員長、
川﨑英輝出席委員長、
岡村太郎会員増強委員長、
宇留野秀一ロータリー財団委員長、
川澄千亜紀広報委員長

第１回水戸市内6RC会長・幹事会が開催されます。
日　時：７月16日㈮ 18:30～
場　所：水戸京成ホテル
出席者：篠原　勉会長、石井浩一幹事

次回例会日程
日　時：７月１６日㈮　12:30～
場　所：水戸プラザホテル
内　容：卓話「会員増強―出前卓話」

人見光一地区クラブ奉仕クラブサポート委員

幹幹 事事 報報 告告
１

２

３

４

５

長谷川國雄会員…

篠原　勉会員……
石井浩一会員……
二川隆司会員……
笹館康男会員・大原康宏会員
　　　　　　……

志村　保会員・米田英雄会員
　　　　　　……

軍司由佳会員……
谷島孝明会員……
録田幸裕会員……
鈴木さちよ会員…

久保田啓藏会員…

井澤卓司会員・兼子充裕会員
　　　　　　……
髙野　賢会員・塩沢富夫会員・根本 次会員
　　　　　　……
深谷　智会員……

粂田信行会員……

小泉正史会員・川﨑英輝会員・原口一吉会員
　　　　　　……
人見光一会員……

上野義哉会員……
小路　實会員……
石川啓司会員……
赤岩賢二会員……
高柳益美会員……
鈴木由紀子会員…

篠原会長、石井幹事、一年間よろしくお願いしま
す。
今年度、ご協力宜しくお願いします。
一年間宜しくお願いします。
本年度も宜しくお願いします。

篠原会長、石井幹事、理事・役員の皆様一年間宜
しくお願いします。

篠原会長、石井幹事、一年間宜しくお願い致しま
す。
本年度も宜しくお願いします。
会長、幹事、皆様宜しくお願い致します。
一年間宜しくお願いします。
新年度スタートおめでとうございます。一年間宜
しくお願いします。
篠原会長、石井幹事、一年間大役ご苦労様です。
ご活躍を期待しております。

篠原会長、石井幹事、一年間宜しくお願い致します。

篠原会長、石井幹事、一年間頑張って下さい。
篠原会長、石井幹事、この一年元気に乗り切って
楽しい水戸南RCにして下さい。
今日から篠原年度ですので、皆様で盛り上げてい
きましょう。

篠原会長、石井幹事、よろしくお願いします。
会長、幹事、一年間体調に気をつけて頑張って下
さい。
一年間宜しくお願い致します。
篠原会長、石井幹事、一年間頑張って下さい。
新年度は疲労物質で身体が動きません。
会長、幹事、一年間宜しくお願いします。
ニコニコBOX献金を宜しくお願いします。
会長、幹事、一年間宜しくお願い致します。

■会員メークアップ
６/23　第４回諮問委員会　　長谷川國雄

■ニコニコBOX（７月２日（金）扱）
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前週訂正出席率66.67％
（　）は、Zoom79名 45＋（6）名 28名 68.00％７月第１例会（７月２日）

出席状況

 1. 点鐘・開会 
 2. ロータリーソング〈奉仕の理想〉※ご静聴ください
 3. ビジター・ゲスト紹介
 4. ロータリーの時間 篠原　勉会長
 5. マルチプル・ポール・ハリス・フェローピン伝達

　　 篠原　勉会員（第６回）
 6. 新会員入会式 小島瑞貴さん、大森　愛さん
 7. 会　食
 8. 会務報告（出席状況報告　ニコニコＢＯＸ　

ロータリー財団　米山記念奨学　その他）
 9. 幹事報告
10. クラブ協議会「委員会事業計画発表」

会員組織、職業分類、会員選考、会員増強、
ロータリー情報、クラブ管理運営、出席、
親睦活動、会場運営、プログラム、広報、
会報、IT資料、雑誌、奉仕プロジェクト、
職業奉仕、社会奉仕、青少年奉仕、国際奉仕、
姉妹・友好クラブ交流、ロータリー財団、
米山記念奨学、ニコニコBOX、会計 

11. ロータリーソング
12. 点鐘・閉会

７月第２例会プログラム
2021年７月９日（金）

７月第１例会　７月２日（金）

■米山BOX（７月２日（金）扱）
小泉正史会員……米山功労者献金（第４回）　

10,000円（累計140,000円）

■財団BOX（７月２日（金）扱）
鈴木憲一会員……財団の友献金（第６回）

$100　11,100円（累計$17,600）
太田聖史会員……財団の友献金（第１・２回）

$200　22,200円（累計 $4,200）
宇留野秀一会員…財団の友献金（第８回）

$100　11,100円（累計 $1,800）
上野義哉会員……財団の友献金（第２回）

$100　11,100円（累計 $1,200）
川﨑英輝会員……財団の友献金（第９回）

$100　11,100円（累計 $900）

この計　　　１件　　　10,000円

この計　　　５件　　　$600　　　66,600円

この計　　　30件　　　119,000円

米山奨学生　グェン，ゴック アン さん
■ゲスト
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ニコニコ・米山・財団特別寄付月間


